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武蔵国分寺跡の調査は、昭和49年11月より継続的な発掘調査に着手し、昭和61年4月に編成さ
れた国分寺市遺跡調査会によって、さらに本格的な埋蔵文化財全般にわたる調査を今日に至るま
で展開しております。この間には、僧寺・尼寺の寺域および寺地の確認調査を始め、市公共下水
道の整備や専用住宅の建設に伴う事前調査などの多岐にわたる調査が行われ、主要遺構の配置状
況や武蔵国分寺の規模とその変遷について序々にではありますが解明されつつあります。

この様な状況の中で、東京警察病院の調査は、従来調査される機会の少なかった、尼寺跡西方
地域の遺構の分布状況を把握する上で極めて重要な調査でありました。調査の成果は本報告書に
も示されておりますように武蔵国分寺創建期の堅穴住居群が検出され、当地の様相の一端が明ら
かになりました。このことは当地域一帯の集落構造を解明するうえでの貴重な資料を提供するも
のであります。

最後になりましたが、東京警察病院多摩分院、および調査団、国分寺市教員委員会の方々には
ご理解とご協力を賜り、心から御礼申し上げる次第です。

平成3年3月

国分寺市遺跡調査会

会長 星野亮勝
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例 予才
目

l.本書は、東京都国分寺市西元町に所在する武蔵国分寺跡において昭和48年以来実施されてい
る調査の内、東京警察病院多摩分院内下水道管埋設に伴う調査の成果をまとめたものである。

2.調査地は、国分寺市西元町4丁目に所在し全面積は465.5mlである。

3.発掘より調査報告書作成に係わる費用は東京警察病院多摩分院が負担した。昭和63年6月17

日付けで締結した委託契約に基づき、国分寺市遺跡調査会が事業を実施した。

4.現地における調査は平成元年7月19日より、同年8月21日まで試掘調査を行い、その成果に

基づいて、本調査を平成2年5月15日より、同年10月23日まで行った。調査報告書の作成は平

成2年8月15日より、平成3年4月19日まで国分寺市遺跡調査会事務所において行った。な

お、本調査は第344次調査として実施されたものである。

5.調査は、試掘調査を上村昌男が担当した。本調査は上敷領久が担当し、有吉重蔵、福田信夫、

上村昌男がこれをたすけた。

6.本書の執筆・編集は滝口宏団長をはじめ、永峯光一、坂詰秀一、大川清各委員の助言と援助

のもとに、上敷領久が担当し有吉重蔵、福田信夫、上村昌男、滝島和子がこれをたすけた。

7.出土遺物の整理は、大澤華子、外谷悦子、村上資子が行った。

8.発掘調査・報告書作成過程で次の方々の御教示・御協力を賜りました。厚く御礼申し上げま

す。(敬称略)

早川泉・福田健司・宮瀧由起子・土師由美・杉本良・英太郎・河内公夫・塚原二郎

9.発掘調査ならびに整理調査に参加、協力いただいた方は下記の通りである。記して感謝いた

します。(敬称略) 順不同

〔発掘作業〕

井口正利・赤須敏夫・荒順・増田政之助・斎藤光司・鈴木靖彦・金子浩司・児玉宏幸・守屋

邦夫・若林茂・鈴木剛・鈴木穣・豊島威信・福井健二・松澤修・穂積清以

〔整理作業〕 順不同

村上資子・外谷悦子・大澤華子・山口啓子・高橋より子・宍戸和子・庄司由美子・野村美智

子・天野光子・佐藤緋佐子
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凡 例

本文

1.遺構は、各遺構毎にほぼ発見順に連続番号を付し、下記の遺構記号を冠して表示する。本文

中に於ては、「SI410住居跡」 ・ 「SD241溝跡」の様に記述した。

SK 土 坑 sⅠ 住居跡・工房跡 SD 溝跡・溝状遺構

2.遺物の記述は全て一覧表によった。表記方法につぃて説明をする。

(1)各遺物共通

イ 遺物番号は、図面番号と対照にした。例えば「26-Hとあれば「図面26-hを示す。

ロ 出土位置の内、「カマド」はカマド構築土崩壊土及びカマド覆土、「カマド内」はカマド

構築土内出土。「床面」は床面直上。

ハ 計測値、記号なしは完数値、(( ))は復元数値、( )は残存数値、一は計測不可を表

わす。単位はcm0

(2)土器類、瓦は、「武蔵国分寺遺跡発掘調査概報Ⅴ・帽の出土遺物の項目に準ずる。

(3)石器の分類については、「武蔵国分寺遺跡発掘調査概報Ⅷ」の石器分類に準ずる。

図面・図版

1.遺構

① 遺構配置図表示の数字は、発掘基準線中心点からの距離を表わす。発掘基準線中心点と僧

寺金堂中心点の位置関係は、前者の南北基準線上、中心点南へ26,276mに後者がある。

また、僧寺中軸線の方位は発掘南北基準線と一致し、真北から7゜08′03″、磁北から

0゜38′03″それぞれ西偏する。

② 断面図表示の数字は水糸レベルで、海抜高を示す。

③ スクリーントーンの指示は次のとおりである。

「一一-コ Ⅲb層 「一==] 焼土 焼け面 2 カマト粘土

「死￥▽] ⅢC層 匪歪宋楽羽 硬質面 巨ビづ耳到 Ⅳ層

④ 住居跡平面図に於いて、一点鎖線は床面が堅固な範囲を示す。

  縮尺は次のとおり統一したが、一部異なるものがある。

調査地位置図 1/5000 謂査地点全体図 1/1000

住居跡・溝跡・土坑 1/25・1/50・1/250

  遺構図面内におけるドット図の指示は次のとおりである。

● 土器 ■ 瓦 ▲ 石製品 ★ 鉄製品
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2.遺物

① 土器類におけるスクリーントーンの指示は次のとおりである。

[=] 須恵器・土師器 [二] 朱墨書 ■■■ 墨書

[▽] 灰釉陶器(施釉部分)

② 写真図版のうち出土遺物は、図面番号と対照にした。例えば111-2」とあれば、「図面11

-21のことを指す。

③ 縮尺は次のとおり統一した。

図面 歴史時代 土器 1/3、 瓦・石製品 1/4

縄文時代 土器 1/3、

図版 歴史時代 土器 1/1・1/2 瓦 1/2・1/3・1/4、文字瓦 1/1

④ 住居跡内遺物におけるドット図の指示は次のとおりである。

● 土器 ■ 瓦 ▲ 石製品 ★ 鉄製品
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Ⅰ 調査に至る経過

東京警察病院多摩分院における埋蔵文化財の調査は、以下の経緯によって着手された。

昭和63年8月7日付け国教社文収第125号にて東京警察病院多摩分院(国分寺市西元町)にお

いて下水道管埋設工事を行いたい旨、文化財保護法に基づく文化庁長官宛届出が市教育委員会を

経由してなされた。工事計画は、掘削総延長665 m1掘削総面積465.5m"におよび、昭和63年9月

着手、昭和63年10月完了予定であった。

当該地区は、武蔵国分尼寺跡に近接し、周辺の専用住宅や公共下水道埋設に伴う事前調査に

よって、歴史時代から中世の遺構が数多く検出されている。さらに東京警察病院多摩分院(以下

警察病院と略称)の北側で国分寺崖線の上に所在する府中病院内からも武蔵台遺跡として先史時

代から、歴史時代の遺構が検出されており、比較的遺構の密集する地帯として認識されていた地

域であった。

このような周辺の遺跡の在り方から、発掘調査の必要性が考慮された。しかしながら、警察病

院内の土層の状態が不明であることや、調査対象面積にたいして遺構の数量が推定し難いなどの

調査計画立案のために不確定な要素がおおかった。そのため、こうした不安定要素を取除くた

め、調査対象地区に対して試掘調査を行い、遺構の分布状況を確認し、その結果に基づいて、本

調査に至る計画を立案する方向で協議を行った。

協議の結果、試掘調査を平成元年7月19日より開始し、同年8月21日まで行った。その結果、

遺構の確認された地点において発掘調査を行うこととした。

当初、本調査に際しては、できるだけ遺構を完全に調査することと、下水道管埋設部分だけで

は、調査面積が狭いため、調査に従事する作業員が、自由に動けないという事情もあって、余掘

りを多くとる調査区を設定して警察病院と協議を行ったが、警察病院側としては、調査期間の短

縮と調査費用の切詰め、さらに調査区が構内道路部分で通院患者や救急車の通行に支障をきたす

ことが明らかであるため、下水道管埋設部分のみの調査を要望された。これに対し、調査会では、

下水道管埋設部分から道路の路肩部分まで拡張し人間と自転車、バイク等の通行を確保する。人

口部とその周辺については、交通誘導員を1名から2名に増やし、車輌で通院する患者や救急車

の通行の安全を図ることとし、その上で再度協議を行った。その結果上記の条件による発掘調査

が了承され、本調査に着手することとなった。

本調査は平成2年5月15日から開始された。当初、9月中旬に消防訓練による一時的な中断が

予測されたが、調査路線の順番を変更することによって、作業を進めることができた。

平成2年10月23日調査はほぼ予定通り終了した。警察病院は現在使用されている建物の中の何

-1-



Ⅰ 調査に至る経過

棟かはかなり老朽化しており立替えの時期も近いと考えられる。後述することになるが、本調査

によって検出された遺構の在り方から判断すると、警察病院内の大部分に集落跡が残存している

可能性が極めて高いと考えられる。よって、今後の立替え工事の際にも慎重な対処が行われなけ

ればならない。
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Ⅱ 調査区の概観

1.調査地区の位置・立地

本調査区は国分寺市西元町4丁目に所在する。調査地区の西側の一部は府中市域にかかり、東

側300mには武蔵野線が、さらに東側450mには府中街道がそれぞれ東西に走る。

調査地は海抜98mの立川段丘面に位置しており、北側後背地は比高差約12mの国分寺崖線、通

称「ハケ」がひかえている。これは、古多摩川の浸蝕によって形成された段丘である。西は立川

市の北東部域にはじまり、蛇行しながら東は世田谷区西端にまでおよぶ。この国分寺崖線を境界

にして高位面を武蔵野段丘、低位面を立川段丘と呼んでいる。

本調査区は武蔵野段丘と立川段丘のほぼ境界の崖際にあり比較的急な北側の崖面に対して南側

は府中市域に向かって平野部が広がっている。また、この地域の特徴は、国分寺崖線の下辺に

そって、いたるところで湧水泉が点在していることである。とくに、遺跡の北東部約300mの地点

には古野川の原流である黒鐘谷があり、水資源の豊かな地域であったといえよう。

このような地形・環境を背景として、調査団周辺は先史時代から中世に至るまでの遺跡が数多

く発見されており、活発な人間活動の痕跡を示している。先土器時代の遺跡は、後背地の武蔵野

段丘面にある府中病院内で確認された武蔵台遺跡においては、立川ローム層最古の文化層であ

る、Xa1Xb層から、多量の黒曜石製の石器・剥片と局部磨製石器が検出されている。さらに

武蔵台遺跡では縄文時代早期から前期にかけての集石遺構が検出されている。調査区北西の武蔵

野段丘面にある多摩蘭坂遺跡ではナイフ形石器を中心とした石器群が検出されている。このよう

に、国分寺崖線際の武蔵野段丘面には比較的大規模な先史時代の遺跡が分布している。

歴史時代の遺跡は、調査区の東側に武蔵国分尼寺があり、周辺の専用住宅や公共下水道の調査

によって、住居跡、溝跡等の遺構が検出されている。武蔵国分尼寺の寺域を区画する、西側の区

画溝は、現在までの調査ではまだ明らかにされてぃないが、東側で確認された区画溝を推定中軸

線にそって反転させた地点に西側の区画溝を設定すると、本調査区までわずか70m程である。後

述するように本調査区内から検出された最も古い住居跡は8世紀代に位置されるので、武蔵国分

尼寺の創建期に関わる住居跡といえる。また先に述べた武蔵台遺跡においても8世紀から10世紀

にかけての住居跡が検出されている。

武蔵国分尼寺のさらに約100m東には推定古代東山道とされているSF-1道路状遺構が南北

に走っており、南は武蔵国府に至る。

中世に入ると、通称「鎌倉街道」とよばれる古道が本調査区の東、約150m程の地点を南北に

-1-



Ⅱ 調査区の概観

走っている。「鎌倉街道」は公共下水道の調査によって、一時期だけの道路ではなく、比較的長期

にわたって、部分的に僅かに位置を変えながら使用された道路であると推定されているが、現在

でも見ることができるのは、黒鐘谷の東側で国分寺崖線を切り通して作られた部分である。

以上のように、本調査区の周辺には各時代の遺跡が所在しているが、遺跡の時代別分布を見る

と、崖線上には先史時代が多く、崖線下には歴史時代の遺跡が多くあると言えよう。とくに、尼

寺との関係は重要である。従来、武蔵国分僧寺とその周辺の調査では8世紀台の住居の検出例は

極めて少なかったのに対して、本調査区からは、当該期の居住跡が4軒検出され、その密集度の

高さが推測されている。

本調査区は、先に述べたように国分寺崖線の直下にあたる。地表面下約30～40印までは耕作土

である(Ⅰ層)。基本的な層位関係はこの下に粘性、締りがややある黒色土層(Ⅱ層)が入るがこ

こでは黒色上層(Ⅱ層)が無い部分や粘性、締りに欠けるボソボソした部分もあり、均一ではな

い。歴史時代の遺構は暗茶褐色土層(Ⅲ層)の上面で確認された。この層は、調査区の西側で厚

く、東側に薄くなる傾向にある。歴史時代の遺構が確認される暗茶褐色土層(Ⅲ層)の上面まで

の深さは部分的には?Ocmに及ぶ地点もあり、かなりl層の堆積が著しい。縄文時代の遺構は暗茶

褐色上層の下面と、ローム層(Ⅳ層)上面で検出された。Ⅳ層は北側の崖線際でやや深く、中央
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Ⅱ 調査区の概観

部で高い。さらに東南部で深くなる傾向にあり、現在の地表面よりも起伏に富んでいたことが分

かる。ただし、本調査区周辺の地形は近代から現代に至る土地利用の状況から、かなり大規模な

掘削・盛土・切り通し事業が行われているため、旧地表面(江戸時代頃)の状況は明確ではない。
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Ⅲ発掘経過

本調査は、平成元年7月19日より試掘調査に着手した。試掘は基本的に下水道の埋設部分につ

いて行い、遺構の分布状態を確認した。その結果、住居跡9軒、溝跡9条、土抗10基、小穴70個、

不明遺構1基が確認された。試掘調査は同年8月21日に終了し部分的に第Ⅴ路線において平成元

年9月11日より同年11月18日までに住居跡を2軒調査した。この試掘調査の結果に応じて、本調

査を計画した。本調査は、遺構が確認された地区で行い、調査の幅も下水道の埋設部分を中心と

して、路肩際の方向に拡張して調査を実施した。

調査区は病院人口部より西に向かって路線の区分を行い、第I～Ⅳ路線を設定した。それに

よって先年度の調査区を第Ⅴ路線とした。

調査は平成2年5月15日から同年10月23日まで行った。試掘では歴史時代の遺構か確認され

ず、縄文時代の遺構が確認された地点と、歴史時代の遺構が確認され、縄文時代の遺構が未確認

の地点があった。そのため、試掘の段階で縄文時代の遺構と歴史時代の遺構が確認されたものに

ついては計画通りの面積を調査し、歴史時代の下にある縄文時代の遺構については下水道管の埋

設部分のみを調査することとした。また、路線番号をつけたが調査区が病院構内の道路面である

ことから、車輌通行の都合や病院内の行事等の事情で、かならずしも路線番号順に調査を行った

訳ではない。おおよそ、第Ⅰ・Ⅱ路線を前半で調査し、次にⅣ路線、Ⅲ路線の順で調査した。さ

らに、試掘調査で遺構と判断されたものでも調査の結果、木の根の痕跡であったり、極めて新し

い時代の所産と判断されたものについては遺構から除いた。

削:

L考 →17▽「肩95;1竺=竺;Zて
第1表 検出遺構一覧表
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Ⅲ発掘経過

本調査によって遺構として認定され、調査されたものは、縄文時代の土抗6基、小穴51個。歴

史時代の住居跡9軒、溝跡9条、土抗5基、小穴29個、不明遺構1基である。

調査は天候に恵まれ、ほぼ調査予定時間内に終了した。

病院内の調査が終わった後、市公共下水道面整備に係わる事前調査として市に下水道課の委託

により、一般道路から病院構内に取付く下水管を埋設するための調査を平成元年10月25日から同

年11月4日まで行い、歴史時代の小穴4個を調査した。

本調査で行った調査面積は総計273.03mである。このうち縄文時代は117.55rrf1歴史時代は20

3.41rrfである。これは調査対象地区面積のほぼ70%にあたる。

調査終了後の遺物整理および図面整理と報告書作成作業は国分寺遺跡調査会事務所において、

平成2年8月16日より平成3年4月19日まで行った。
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Ⅳ検出遺構

11歴史時代

本調査区から検出された歴史時代の遺構は住居跡9軒、溝跡9条、土抗5基、小穴29個である。

調査区ごとの遺構検出状況を観察すると住居跡はⅠ・Ⅱ路線とⅣ・Ⅴ路線で検出されたが、Ⅲ路

線では検出されなかった。それに対し、Ⅲ路線では土抗が7基検出されている。

遺構の検出状況はそのほとんどが調査区外におよび、全貌を明らかにすることができる遺構は

少なく、住居跡6軒、溝跡1条が観察に耐える遺構であった。

なお、遺構はⅢ層上面で確認された。

〔第Ⅰ路線〕

S1-410(図面4、図版4)

本住居跡は第3トレンチで検出され、S I-410と重複する。

僧寺中軸線の西532～536m1南306～309mに位置する。南側は調査区外にあたり、西側はSI

一411に切られる。

残存状況は北壁約2.5mと北東隅から東壁約1.5mの範囲の床面が確認された。西側はS I-41

1に切られているために判然としない。カマドは北壁に設けられており、カマドを軸として設定

した南北方向は僧寺中軸線に対してほぼ平行である。

構築状況を観察すると、最初に周溝を掘り、約30cmの平坦面を作り、そこからⅣ層上面を20】

程度ほぼ平坦に掘下げる。その後、ロームと黒色土、暗褐色土を約10印程埋める。さらにローム

と暗褐色土を混ぜた土で床面を貼っている。ただし、特に硬質な面は住居の中央部からカマドの

周辺であることから、人間が特に歩き回った結果でこのような硬質面が形成された可能性も考え

られる。

南壁セクションではⅡ層中から掘り込まれていることが観察されるので、壁高は約401でほぼ

垂直に立上がっている。

周溝は西壁で確認された。幅15cm1深さ約10叩である。なお、北東隅には浅いピットが掘られ

ている。

カマドは北壁に設けられている。西側の袖部は欠損しているが残存状況は比較的良い。

火床面の深さは約40情を掘り込む。さらにその両側にロームと粘質土によって袖部を作る。補

強材として女瓦、鐙瓦を埋め込む。袖の上には凝灰岩製の切り石を渡している。その切り石は本

来の位置をずれ東側の袖部の先端にある。特に鐙瓦は西側のものはずれているが、東側では袖部
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Ⅳ検出遺構

の火床際に瓦頭面を上にして埋め込まれていることから極めて丈夫に作られていた。

床面では長径約30印、単径約20cm1深さ約40到の柱穴が1個検出された。

遺物は総数71点である。,この内、床面直上での遺物の出土状態はS I-411との切合い部分に

多く、単純に本住居跡に伴う遺物は少ない。

遺物から見た本住居跡の時期は、須恵器の底部が全て回転糸切りによる切りっぱなしであるこ

とや、鐙瓦の瓦頭面の形状から9世紀後半代で武蔵国分寺の再建期以降の住居である。なお、S

I-411と重複する地点から168点が集中している。

SI-411(図面4、図版4)

本住居跡は第3トレンチで検出され、S I-410と重複する。

僧寺中軸線の西536～540m1南306～309mに位置する。南側は調査区外にあたり、西側はSI

-410を切る。

規模は残存部の東西で約2.3m1南北約2m1確認面からの深さ約0.4mを計る。

構築状況を観察すると、Ⅳ層上面を40】程度ほぼ平坦に掘下げる。その後床面を構築するため

の貼り床土はロームと暗褐色土が交瓦に堆積しているが、S I-410のような特に硬質な面は認

められない。

カマドは検出されなかったが、南側セクションには焼土が部分的に混入する層もあるため、東

カマドの可能性もある。

周溝は検出されなかった。

遺物は総数36点である。この内、床面直上での遺物の出土状態はS I-410との切合い部分多

く、単純に本住居跡に伴う遺物も全面に分布する。

遺物から見た本住居跡の時期は、須恵器の底部が全て回転糸切りによる切りろぱなしであるこ

とからS I-410同様に9世紀後半代で武蔵国分寺の再建期以降の住居である。

S1-413(図面5、図版5.6)

本住居跡は第4トレンチで検出された。

僧寺中軸線の西550～556m1南307～311mに位置する。北側と南側は調査区外にあたる。

残存状況は西壁約2.4mと東壁約2.3mでありその範囲で床面が確認された。カマドは東壁に設

けられており、カマドを軸として設定した東西方向は僧寺中軸線に対して約43゜である。

構築状況を観察すると、Ⅳ層上面を約40】程度ほぼ平坦に掘り下げている。その後、ロームと

黒色土、暗褐色土を交互に積み重ね約30cm程度埋める。さらにロームと暗褐色土を混ぜた土で床

面約10cm程を貼っている。ただし、特に硬質な面は住居の中央部からカマドの周辺であり壁際か
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Ⅳ検出遺構

ら約60耐はそれほど硬質ではない。これは住居の中央部からカマ汁゛の周辺が人の動きが活発で

あった結果でこのような硬質面が形成された可能性も考えられる。

壁高は約50印で垂直に立上がっている。

周溝は西壁と東壁の一部、カマドの袖部付近まで確認された。幅約15cm1深さ約10cmであり、

未確認ではあるが北・南壁際にも巡らされていたと考えてよかろう。

カマドは東壁に設けられている。南側は調査区の外であり東西に半裁された状態である。残存

状況は比較的良い。火床面の深さは約45情を掘り込む。さらにその両側にロームと粘質土によっ

て袖部を作った痕跡が認められる。補強材として女瓦を使用している。凝灰岩製の切り石を据え
てい寸こ。

床面には7個の小穴が検出されたが柱穴に比定されるものは判然としない。

遺物は総数83点である。この内、床面直上での遺物の出土状態は東部と西部に別れている。た

だし、中央部に排水管があるため、これによって撹乱された結果であろう。

遺物から見た本住居跡の時期は、須恵器の底部が回転糸切りによる切り離しのあと、その周辺

をヘラ削りによって調整しており、8世紀末から9世紀初頭で武蔵国分寺の創建期から再建期の

住居である。

〔第Ⅱ路線〕

S1-412(図面1)

本住居跡は第1トレンチで検出された。

僧寺中軸線の西550～556m1南306～309mに位置する。

残存状況は南東部隅のみであるため全貌は判然としない。カマドは東壁か北壁に設けられてい

ると思われる。

部分的であるが、構築状況を観察すると、Ⅳ層上面を約40cm程度ほぼ平坦に掘下げる。その後、

ロームと黒色土、暗褐色土を交瓦に積み重ね約30cm程埋める。さらにロームと暗褐色土を混ぜた

土で床面約10印程貼っている。

壁高は約50cmで垂直に立ち上がっており、周溝は幅約15叩、深さ約10cmである。調査区域外に

大部分が存在するが、s I-410と411に近接しており、これらの住居との新旧関は不明である。

遺物は総数5点検出された。遺物から見た本住居跡の時期は、須恵器の底部が回転糸切りによ

る切り離しのあと、その周辺をヘラ削りによって調整しているものと底部を前面ヘラ削りした土

師器が検出され、武蔵国分寺の創建期の住居である。
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Ⅳ検出遺構

SI-414(図面1、図版7)

本住居跡は第2トレンチで検出された。

僧寺中軸線の西609～110m1南269～272mに位置するが、残存状況は南東部隅のみであるため

全貌は判然としない。カマドは東壁か北壁に設けられていると思われる。

部分的であるが、構築状況を観察すると、Ⅳ層上面を約40cm程度ほぼ平坦に掘下げる。その後、

ロームと黒色土、暗褐色土を交互に積み重ね約30cm程埋める。さらにロームと暗褐色土を混ぜた

土で床面約10印程を貼っている。壁高は約50cmで垂直に立ち上がっており、周溝は検出されな

かっ↑こ。

遺物は総数13点検出された。遺物から見た本住居跡の時期は、須恵器の底部が回転糸切りによ

る切り離しのあと、その周辺をヘラ削りによって調整しているものと底部を全面ヘラ削りした土

器が検出され、武蔵国分寺の創建期の住居である。

〔第Ⅳ路線〕

SD-246(図面6、図版9)

本溝跡は第1トレンチで検出された。

僧寺中軸線の西694～696m1南295～303mに位置する。

規模は上面幅約1.3m下面幅約0.5mであり断面形は「ろうと」状を呈する。

覆土はロームと黒色土、暗褐色土の混在層であり自然の堆積層とは様相を異なる。また、底面

には幅15cm1長さ20cmの工具痕と見られる痕跡が北から南に向って観察される。

南壁のセクションでは、Ⅲ層上面まで撹乱がおよんでいるため明確な時代は明らかにされてい

ない。遺物は検出されなかった。機能・用途については判然としない。

S1422(図面6、図版8)

本住居跡は第2トレンチで検出された。

僧寺中軸線の西688～692 m1南271～275mに位置する。

残存状況は北壁約1.8m1西壁約2.2m南壁約0.8mでありその範囲の床面である。

構築状況を観察すると、Ⅳ層を約60cm程度やや凹凸に掘り込む。その後、周溝部を残してロー

ムと黒色土、暗褐色土の混在層を約10cm程埋めてこれを床面としている。床面の硬質部分は、西

・南壁の周溝部際から北壁から内側約70cmの範囲で認められる。警察病院内の住居跡に見られる

硬質面が、床面の中央部からカマド周辺部にあることから考えると本住居跡の例はやや様相を異

にしている。

壁高は約50cmでほぼ垂直に立ち上がっていることが分る。
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Ⅳ検出遺構

周溝は検出された各壁で確認された。西壁では幅約15印、深さ約10cmであり、北壁では幅約10

印、深さ約10印である。南西隅には浅いピットが掘られている。

床面では、柱穴と考えられる小穴は検出されなかった。

遺物は総数約14点である。遺物から見た本住居跡の時期は、須恵器の底部が回転糸切りによる

切り離しの跡その周辺をヘラ削りされたものと、底部を全面ヘラ削りした土師器があることから

武蔵国分寺の創建期の住居である。

〔第Ⅴ路線〕

S1-404(図面7、図版10・11)

本住居跡は僧寺中軸線の西672～678m1南291～297mに位置する。西側がやや調査区外にあり

中央部に排水管と人孔がある。

規模は南北4.2m1東西約4mを測り、ほぼ正方形を呈する。各隅は鋭角で極めて整然と掘り込

まれている。北壁と東壁にカマドを設けており北壁の場合南北方向は僧寺中軸線にたいしてほぼ

平行であり、東壁の場合南北方向は僧寺中軸線にたいしてほぼ直交する。

構築状況を観察すると、Ⅳ層を約30cm程掘り込むがその時、とくに四隅を深く掘り、中央部を

菱形に浅く掘り残す。さらに中心部から放射状に2個で一組の柱穴を掘る。次に四隅の深い部分

に暗褐色土とロームの混在土を埋め、菱形に浅く掘り残した部分には粘質土とロームの混在土を

埋めて床面を形成する。硬質面は菱形に浅く掘り残した部分である。

北壁のカマドは、火床面の深さ30情、幅80cmを測る。構築状況は掘方を深さ約30cm1幅90cm,

奥行約60cmに掘り込んだ後、白色粘質土を掘り込みの際に約10cmの厚さで貼る。さらにロームと.

暗褐色土の混合土によって天井部から袖部を構築している。火床面の掘り込みに堆積した土は天

井部からの崩壊土であり、カマドのたきぐち部の全面には天井部の崩壊によって圧壊した土師器

の莞が広がっていた。

東壁のカマドは火床面の深さ約50cmを測る。構築状況は、堀方約50cm1幅50cm1奥行き約40

】に堀り込んだ後、ロームと暗褐色土の混合土によって天井部から袖部を構築している。火床面

の堀り込みに堆積した土は天井部からの崩壊土である。

二つのカマドを比較すると、北壁のカマドは極めて良好に焼けており、前庭部にも焼土が広

がっている。東壁のカマドの焼成はやや弱く、使用の頻度が北壁と東壁で異なっていた。これは

カマドの使用が北から東へ移ったためであろう。

周溝は北壁ではカマドの西側部に、南壁から東壁のカマド付近まで掘られている。幅約15cm,

深さ約10cm程度である。南東隅に浅い楕円形の小穴が掘られていた。

検出遺物は総数322点である。遺物から見た時代は底部全面ヘラ削りで胴部に稜を持つ土師器
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Ⅳ検出遺構

が検出されていることから、武蔵国分寺創建期にあたる。

S1-405(図面8、図版10)

本住居跡は僧寺中軸線の西672～678m1南291～295mに位置する。西側がやや調査区外に延び

る。

規模は南北3.9m1東西約3.7mを測り、ほぼ正方形を呈する。各隅は鋭角で極めて整然と掘り

込まれている。東壁にカマドが設けられていた痕跡があるが、撹乱のために破壊されていた。東

壁の場合、住居の東西方向は僧寺中軸線にたいしてほぼ直交する。

構築状況を観察すると、Ⅳ層を約40cm程平坦に掘り込み、暗褐色土とローム混在土を埋めて、

床面を形成している。特に硬質面は確認されなかった。

周溝はほぼ全周しており、幅約15cm1深さ約10]程度である。東壁から内側に約40印の地点に

南北の周溝が走るが、カマドが設けられていたと考えられる撹乱部までであり、さらに南側に延

゛σ1;～・↑【かっ↑こ。

検出遺物は総数68点である。遺物から見た時代は底部全面ヘラ削りで胴部に稜を持っ土師器が

検出されていることから、S I-404と同様に武蔵国分寺創建期にあたる。

2,縄文時代

本調査によって検出された遺構は土抗6基、小穴51個である。ただし小穴の内1個は焼土の痕

跡が認められたため、炉跡の可能性もある。

調査区の制約上から、完全に調査することができた土抗は第1路線のSK-1177と第Ⅱ路線の

SK-1184の2基である。また、壁際半分でも状況が比較的判別可能な第I路線のSK-1176が

ある。また、第Ⅱ路線において小穴が半円を描いて検出され(図面2)住居跡の可能性も考えら

れたが、縄文時代の遺物が全調査区域から、一点も検出されていないことから、これを住居と判

断するにいたらなかった。

なお、遺構が検出された層位はⅢ層下面から、Ⅳ層上面である。

〔第I路線〕

SK-1177 (図面3、図版2)

本土抗は第Ⅰ路線の第2トレンチで検出された。僧寺中軸線の西525～527m1南306～308mに

位置する。規模は長軸1.8m1短軸0.85m1中心部が最も深く、0.6mを測る。

確認面での平面形は不正楕円形だが、北西の壁際にやや植物の根による撹乱を受けてぃるもの

の、南西部は隅丸の方形を呈している。西壁部の中央部にやや突出部があるもののこの南西部が
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Ⅳ検出遺構

本来の形状を残し、隅丸の方形を呈していたものと推定される。断面形は、壁は外反するものの、

ほぼ垂直に近い角度で立上がり、底面に向かっては擦り鉢状に傾斜しながら、中心部でピット状

に落込む。

遺物は検出されず、機能・用途は不明である。

SK-1178 (図面3、図版2)

本土抗は第Ⅰ路線の第2トレンチで検出された。僧寺中軸線の西527～529m1南305～307mに

位置する。検出状態は南西側が壁にかかっており、ほぼ北西側から南東側の長軸線で半裁された

状態で検出された。確認面での規模は長軸2.2m1短軸0.5m1中心は平坦で、深さ0.45mを計る。

確認面での平面形は両隅部が隅丸の角形を呈しており、SK-1177と同様に北壁部の中央部に

やや突出部があるものの、ほぼ隅丸の方形を呈していたものと推定される。

断面形は、壁はゆるやかに立ち上がり、底面の形状は、両側で一旦落込みを形成し、ゆるやか

に立ち上がった後、約45゜の角度に落込む。

遺物は検出されず、機能・用途は不明である。

〔第Ⅱ路線〕

SK-1184 (図面3、図版2)

本土抗は第Ⅱ路線の第2トレンチで検出された。確認面での規模は長軸2.6m1短軸1.8m1中

心はほぼ平坦で、深さ0.6mを測る。

平面形は西側に小穴が切合っているものの、ほぼ楕円形を呈している。

断面形は、壁はゆるやかに立ち上がり、底面にはニカ所の浅い落込みがあるがほぼ平坦であ

る。

遺物は検出されず、機能・用途は不明である。

〔第Ⅳ路線〕

炉 跡(図面6、図版3)

本炉跡はローム層の上面で確認されたが、部分的な焼土はⅢ層下面でも認められていたもので

ある。確認面での規模は長軸1.2m1短軸0.6m1ほぼ東西方向に平行している。平面形はひょう

たん形を呈し、断面は西側から東側にゆるやかに落込んだあと底面のほぼ中央部で階段状にさら

に落込む。焼土はこの東半分の深い所に多く推積しており、炉跡の下面である可能性が強い。
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Ⅴ出土遺物

本調査は奈良・平安時代、縄文時代の調査を行ったが、出土した遺物はすべて奈良・平安時代

の土器と瓦である。個々の遺物の説明は一覧表に示した。

1.遺物の出土状況

遺物の大半は住居跡内出土か住居にきわめて接近した地点から出土した資料であり、遺物の包

含層からの出土は僅かであった。これは調査地域が広い割に面積は、遺構が存在する地点の排水

管埋設部分幅しか調査できなかったためであり包含層に遺物が特に少ないということではない。

一覧表には個々の遺構のあとに遺構外出土遺物の項目を設けた。これはさきに述べたようにその

遺構に近接して出土した遺物である。

2.遺物の時期と組成

時期・・・住居跡内より比較的、古手の土器が多く出土した。従来、武蔵国分寺の調査ではSD72、

S K603、SI24に同様の要素を持った須恵器が出土しており今回の調査で出土した須恵器の資

料はそのような資料と比較した。また、最近報告された鳩山窯跡群のなかの小谷B窯跡の資料も

参考にした。それにより、おおよそ、8世紀第3四半期代、いわゆる武蔵国分寺創建期に位置付

けた。この時期の須恵器を持つ住居跡が6軒であった。さらに創建期以降の鐙瓦をカマドに使用

し、G37窯式の須恵器を多量に持つ住居跡が2軒である。

組成・・・8世紀第3四半期代の遺物は須恵器、土師器の坏、土師器の妾を主体とし、僅かに壺を

もつ。再建期以降の遺物は須恵器、土師器の坏、土師器の幾、須恵器、土師器の碗、瓦類を持つ。

また創建期の住居跡からは瓦類は僅かしか出土せず、時期の判別困難な破片である。これに対

し、再建期以降の住居跡からは多量の瓦が完形に近い形状で出土した。

3.注意される土器

SI404住居跡からはいわゆる「甲斐型」の坏(図9-9)が出土した。SI422住居跡からは

「畿内産土師器」と考えられる坏(図15-66)が出土しているが、これは検討を要するものの、は

じめての資料である。また、S I410・413から?・は「衝」の墨書土器が出土した。
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第4表 歴史時代出土遺物一覧表(1)

SI404 住居跡 土器 -覧

図

図

面

版

種

器

別1出土

形?位置

径
高
径
槁台・

日
器
底
蒔

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

9-1

図版12
土一坏 ?カマド

(7,8)
4.7

-

狭い底部から胴部にかげて強
く外反する。

内・外面、底部前面にヘラ削
り。

底部から胴部下が残存。
暗茶褐色で焼成良好。
細砂粒を多く含むが薄く硬質。1

9-2

図版12

9-3

図版12

土一嬰 1カマド1((18.2)川ゆるやかな「く」の字口縁で
(9.95)1口径も胴部径はほぼ同じ。
-

-

土一婁 ?カマド日((24.4))
(6.6)

-

「く」の字形口縁で大きく外
反する。

外面は口縁部に粗い横ナデ。
頚部から胴部に斜位のヘラ削
り。内面は横ナデ。

外面は口縁部、横ナデ。肩部
は交互の斜方位によるヘラ削
り。内面は丁寧な横ナデ。

口縁から胴部の一部残存。
暗黄茶色で焼成やや良好、細
砂粒を多く含み、薄くやや硬
質。

口縁から肩部の約乞残存。
褐色で焼成良好。胎土は密で
硬質。

9-4

図版12
土一艶 レク土?((15,4))?ゆるやかな「く」の字、口縁。1外面は口縁部横ナデ。肩部に

横位のヘラ削り。内面は丁寧(4.8)
な横ナデ。

口縁部が一部残存。
暗茶褐色土で焼成やや良好。
胎土は密でやや軟質。

9-5

図版12
土一壷 レク土?((24.2))1 「く」の字形口縁で大きく外

(6.55)1反するが、口唇部はやや内彎
内外面に粗い横ナデ。 口縁部、約A残存。黄褐色で

焼成はやや不良。砂粒を含む
軟質。

一

9-6

図版12
土一要 ?フク土?((25.8))

(6.8)
「く」の字形口縁だが頚部か
ら口縁にかけてなめらかに外
反する。肩部にやや段を持つ。

外面は口縁部に粗い横ナデの
後、指頭調整、肩部に横位の
ヘラ削り。内面は粗い横ナデ。

口縁部、約〃残存。赤褐色で
焼成不良。細砂粒を多く含み
軟質。

9-7

図版12
須一坏 ?フク土 1.お

3.7

8.1
-

底部から口縁部にかけて強く
外反する。

内・外面ともロク?整形、底
部は回転糸切りによる切り離
し。

約乞残存。暗灰色で焼成良好。I
砂粒を多く含み硬質。

9-8

図版12
須一坏 ?フク土?((13.5))1底部から口縁にかけてゆるや

3.8 ?かに外反する。
((8.3))

内・外面とともにロクロ整形。1約A残存。暗灰色で焼成良好。1
底部は回転糸切り後、周辺へ1胎土は砂粒を少量含みやや軟
ラ削。 1質。

9-9

図版12
土師質-{フク土
坏 (2.2)

7,0

底部から胴部にかげてゆるや
かに立ち上がる。

外面は極めて丁寧な磨き。内
面は放射状の暗文。

底部のみ残存。赤褐色で焼成
極めて良好。胎土は緻密で硬
質。いわゆる「甲斐型坏」。

SI405 住居跡 土器 -覧

図

図

面

版

種

器

別1出土

形?位置

径
高
径
高台

口
器
底
一
釘

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

9-10

図版12
土一坏 ?排土 1((14.0))1底部から胴部にかげて、ゆる?外面は口縁部に横ナデ。胴部

3.7 ?やかに立ち上がり、胴部の際?に横位のヘラ削り。内面は丁
10.3 ?を境に口縁部は外反する。 ?寧な横ナデ。底部は全面ヘラ

削り。

口縁部約乞欠損。茶褐色で焼
成良好。胎土は密で硬質。

9-11

図版12

9-12

図版12

土一姿 レク土?((20.4))日く」の字口縁で胴部から口?外面は粗い横ナデの後、指頭
(9.95)l縁にかけてゆるやかに外反刊調整。頭部から胴部は横位か

る。胴部上位に最大幅を持つゴら斜位のヘラ削り、内面は丁
寧な横ナデ。

「く」の字形口縁で頚部から1外面は口縁から頚部にかけて
口縁にかけてなめらかに開く。1丁寧な横ナデ。胴部上位は横
胴部上半に最大幅を持つ砲弾1位に、中位は斜位に下部から
形。 1底部にかげては縦位のヘラ削

り。

土一婁 ?フク土?((20.1))
(19.4)
一

一

口縁から胴部約A残存。暗黄
色で焼成は不良。胎土は粗く
軟質。

底部から口縁にかげて約A欠
損。茶褐色で焼成良好。胎土
は密で薄く硬質。
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第7表 歴史時代出土遺物一覧表(4)

SI410・411 住居跡

口径
図 面?種 別?出土?器藩
図 版?器 形?位置?底径

高台高

11-35?須?椀 ?フク土?(13.4) l底部から口縁にかげて胴部に1内・外面ともにロクロ整形で?約X残存。暗灰色で焼成良好。1
図版151 1 1 - 1やや丸味を持って立ち上がる。1特に外面は顕著。 胎土は密で硬質。-

底部は回転糸切りによる切り
離し。

ii - 36 1須A?婉?フク土? 14.5 ?底部から口縁にかけて胴部に?内・外面、特に外面にロクロ?口縁部を一部欠損。暗灰色で
図版141 1 1 6.05?やや丸味を持たせながらゆる?整形が顕著。 ?焼成良好。砂粒誉少量含諏硬

6.8 1やかに外反する。 1 1質。

11-37?須A?椀?フク土?((13.8))l底部から口縁部にかけて胴部?内・外面、特に外面にロクロ?約X弱残存。赤褐色で焼成良
5.7 ?にやや丸味を持って立ち上が1整形痕が著るしい。 1好。胎土は緻密で硬質。

((7.4))1る。
-

リー38?須B?椀?フク土?((18.1)川胴部はゆるやかに外彎し、口?内・外面ともにロクロ整形。?全体の約乞弱残存。赤褐色で
図版141 1 ?(7.6)1縁はほぼ垂直。 1特に外面は顕著。 焼成良好。胎土は砂粒を多く

含み、薄手で硬質。
-

只-39?須A?婉?フク土i ((is.6)川胴部から口縁にかげてやや垂?内・外面ともにはクロ整形。?口縁部片。赤褐色で焼成良好。1?
?
?
矧

図版14 (5、15)1直に近く立ち上がる。 特に外面は顕著。 3～4印大の砂粒を含む。

11-401須一壺 1フク土 半球状の胴部。
図版14 (10.5)

-

土器一覧

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

内・外面ともにロクロ整形。?胴部約乞残存。外面は灰白色。1
内面は黄茶色で焼成は良好。?蒜[胎土は緻密で硬質。

SI410・411 住居跡 土製品一覧

図 版 位置
寸

品)i)i18?支脚 ピ″′4忌 3{1]:日だ塁こ逮05詰雲思:叩粘馨忌{゛6.1゜66部分″・"″″39・支゛

法 備 考

支脚
図版18

カマド」全長 (13.1)?暗灰色で、4面を平坦に面取りしている。地上に出る部分はやや尖がっており、支
底幅 10.5 ?えにしでいる。凝灰岩。カマドの支脚。

SI410 住居跡 鐙 覧

豐顕= :?畏 ;?直径 霊グ? 昇1 .ワ シ, .5 縁一 全長
幅」文様? 幅 ? 高丁j菊(

上=4川フク土口8.31 4.8 ? 14.0 ? 2.4? 1.0?Aaii,4上? 0.5?Aa?(31.3)l接合方法はBI技法、瓦当裏面に縄叩き
図版151 1 口+41 2.712.010.91 ?L1下 (L)、男瓦部縄叩き後回転ナデ。中房の

SA6 形状BI。

4 =42?フク土?15.Ol(1.2)?(14.4)1 2.8? 0.7?Aa? 1.9? 1.1?Aa?40.3?接合方法はBI技法、男瓦部縄叩き後回
図版161 1 1菱形 1 3.5 転ナデ。

((1))?sc ((6))

備 考
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第10表 歴史時代出土遺物一覧表(7)

SI413・421 住居跡・遺構外 土器一覧

ょ駐讐
図 版?器 形?位1底径

高台高

15 - 67l須A一坏1表土 l((11.8))?底部から口縁にかけてやや外?内・外面ともロクロ整形。 ?約X残存。暗灰色で焼成やや
良。胎土は砂粒を多く含み、3.5 1反する。 ?口縁部に自然釉。

5.9 l l 1やや軟質。

15-68?須A一坏?表土 ?((10.7))?底部から口部縁にかげてややl内・外面とも丁寧なロクロ整1約ス残存。暗灰色で焼成良好。1
形。底部は回転糸切り。 ?砂粒を多く含むか。3.0 1強く外反する。

((5.8))

15-691須B一坏1表土 底部から胴部にかけて強く外?内・外面ともにやや雑なロク?約ス残存。暗茶褐色で焼成や
(2.2)1反する。 ロ整形。底部は回転糸切りに1や不良。胎土は密でやや硬質。I
5.3 よる切離し。
-

15-701土一坏 ?表土 1((11.1))?底部から口縁部にかけて強く?外面は口縁部に横ナデ。胴部?全体の約×残存。薄黄灰色で共゛不良。胎土は粗く軟質は指頭調整。内面は横ナデ。3.6 1外反する。一

「衛」の墨書。底部は全面ヘラ削り。((5.8))
一

考成・整形の特徴 備器形の特徴

遺構外

醤l闇 ツ直径[孟々T.* 璽1蓮;門1鼻 裟l ゛“ 「扁日ξ九1一雇口?=]]jl
15-711表土 118.61 1.0 1 13.2 1 2.61 o.glAa1 1.71 0.31Aa}6.11中房の形状 B1
- 3.0 1 1 1 1 1 1 1 1接合方法 BⅠ

SC6 1 1 1 1 1 1 1 1形状BI

鐙 覧一

備 考

SⅠ413 住居跡 土製品一覧

図 版 位置
寸

-

図版21
支脚 ?フク土1全長

底幅

SI420 住居跡

法 備 考

17.4 1カマドの支脚である。5面を面取りした先尖りの四角柱である。カマドに置かれて
7.3 ?いたため、赤褐色化している。

土器一覧

口 径
図 面1種 別?出土?器漏
図 版?器 形?位1底径

高台高

15-64?土師質一レク土?((12.8)) l胴部に強く稜を持ちやや強く?内面と外面口縁は横ナデ。 ?約×残存。薄燈色で焼成。胎
胴部から底部は全面ヘラ削り」土は比較的密で、軟質。図版211坏 1 1 3.6 1外反する。

((8.6))
-

考成・整形の特徴 1 備器形の特徴
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第11表 歴史時代出土遺物一覧表(8)

SI422 住居跡 一

別↓出土吃貫孟
形?位置j底径

高台高

日縁部から底部にかけて一部15-66?土師質りフク土(((11.4))l底部から口縁にかけてゆるや{外面はヘラ削り。
内面は回転する暗文と、放射?残存。赤褐色で焼成良好。胎3.3 ?かに外反。図版211坏
状の暗文。底部ヘラ削り。 ?土は緻密で硬質。((4.6))

-

面1種

版1器

図

図
器形の特徴 成・整形の特徴 備 考
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Ⅵ小 結

本調査で検出された住居跡からは、その時期を判別するのに良好な資料を多く出土した。ここ

では、遺物の観察から住居の時期と先後関係を明らかにし、本調査区と、その周辺における集落

構成のありかたについて予察したい。

1.住居跡の年代

SI404

本住居跡で出土した土器の主体は幾と坏である(図面9-2～6・図版12)。この一群の妻の

口縁部は「く」の字形を呈している。2、3、4は、口径が胴部径とほぼ同じか、やや広い。坏7

は口径13.3cm、底径8.lcm0底部は回転糸きり無調整である08は口径13.5cm1底径8.3cmo底径

は切離しの後、周辺ヘラケズリによる調整を行っている。坏の法量は平均口径13.4cm、底部8.2】

である。形態は比較的厚手の底部を持ち丸みをもって内湾気味に立上がる。色調は淡灰色。焼成

は良好、胎土は緻密である。こうした特徴は武蔵国分寺創建期(Ⅰ期)須恵器坏に比定される。
(註l)

周辺の遺跡では鳩山窯跡群にお仔る、小谷窯跡群第Ⅲ期の第6号窯跡(以下KB6と称する)出
(註2)

土の須恵器坏の諸要素と一致する。

9はいわゆる「甲斐型坏」である。赤褐色で極めて硬質。器体部外面は丁寧な横ヘラミガキで
(註3)

内面は放射状の暗文が施されている。この特徴は坂本美夫氏等による甲斐型坏1期に相当する。

瓦は小片で時期を判別される資料はなかった。

よって、本住居跡の時期は、8世紀第3四半期代に位置付けられよう。

SI404

本住居跡で出土した土器の主体は莞と坏である。(図面9-10～16・図版10～16)。蔓11、12の

口縁部は「く」の字形を呈している。口径と胴部径はほぼ同じ。婁13は胴部径がやや広い。土師

器坏10は体部に稜を持ち体部外面の横位のヘラケズリと底部全面ヘラケズリといった特徴から8

世紀後半代考えられる。

須恵器坏14は口径約13cm1底径約8印。底部は回転糸きり切離しの後、周辺ヘラケズリによる

調整を行っている015は口径12.6cm1底径8.5】。底部は全面ヘラケズリである。形態は15の口縁

がゆるやかに外反し、口径がやや小さくなるものの、ほぼSI404の須恵器坏と同じである。

瓦は小片で時期を判別される資料はなかった。

よって本住居跡の時期は、SI404と同じ8世紀第3四半期代に位置付けられる。

SI410・411
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Ⅵ小 結

本住居跡で出土した土器は、土師器坏(図面11-28～34・図版13)、土師器婁(図面11-28～34

・図版13)、須恵器坏(図面11-28～34・図版13)、須恵器碗(図面11-35～39・図版14)を図示

した。土師器坏は12、13ともに指頭による体部調整が行われており、いわゆる南武蔵型坏である。
(註4)

須恵器坏の平均法量は口径11.9cm1底径6.2cmでほぼ2:1の比を示している。これはにG59窯

式の口径・底径比に一致する。土師器婁23・24は「く」の字形、25～27は「コ」の字形を呈する。

須恵器碗はゆるやかに丸みを持った体部と、口縁はやや外反する。

瓦は特にカマドの袖部に使われていた鐙瓦(図面12-41・42)が再建期(Ⅰ期)の典型である。

よって本住居跡の時期は、9世紀後半代に位置付けられる。

SI413

本住居跡で出土した土器の主体は坏である。(図面15-50～56・図版20)。須恵器坏の法量は口

径12cmから12.6cm1底径はほぼ7.5cmである。器形は比較的厚手の底部を持ち丸みをもって内湾

気味に立上がる。Ⅰ期の須恵器に比較すると口径がかなり小さくなり、平均で12印程度であり、

法量的には、やや新しい傾向である。ただし、底径が比較的広いという傾向はあり創建期の須恵

器的な要素も認められ、第Ⅰ期から第Ⅱ期への移行期の資料といえよう。

瓦は小片で時期を判別される資料はなかった。

よって本住居跡の時期は、8世紀末から9世紀初頭であろう。

SI420・421・422

どの住居跡も極めて部分的な調査しか行えなかったため出土遺物も少量である。時期が判別さ

れる土器はSI420で体部に稜を持つ8世紀後半代の土師器坏(図面15-64・図版21)が1点。S

1421は底部が回転糸きり切離しの後、周辺ヘラケズリによる調整を行っている持っ8世紀末の

須恵器坏(図面15-65・図版21)が1点である。

SI422では畿内産と考えられる土師器坏片が1点出土した。畿内産の上師器は、林部均氏の

論若γ府中市域の成菓藍参考にすると南武蔵に搬人される時期は8世紀中頃に考えられてぃる

が、SI422が8世紀中頃まで遡る可能性は土師器坏片1点では不明である。

これらの住居跡からの出土遺物が少量であるため、時期の判別は曖味であるが、おおよそ8世

紀後半代に位置付けられよう。

2.西方地域集落の様相

各住居の位置付け

以上の観察より本調査区における住居の年代は、資料が少ないSI420・421・422がやや曖味

ではあるものの、SI410・411が9世紀代。S I404,405,413,420・421・422がおおよそ8世紀

第3四半期から9世紀初頭に位置付けられる。これらの年代観を武蔵国分寺の変遷の中に見
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(註7)

ると、SI410・411は再建期(第Ⅱ期)にあたる。S I404,405,413,420・421・422は創建期(Ⅰ

期)に位置付けることができよう。もちろん、s I404,405,413,420・421・422のなかでも先後関

係は存在するがⅠ期の住居が6軒存在しているということは、本調査区をしてⅠ期の集落の一部

を構成していると考えられるのである。

また、この6軒の住居跡はSI413を東端としS I420,421,404,405,の順に西方向に広がる傾

向にある。

それでは、武蔵国分寺周辺の集落構成のなかで本調査区はどのような場所に位置付けられるの

であろうか。

周辺遺跡との関係

既往の調査地域である僧寺周辺では、Ⅰ期の集落というよりも当該期の住居跡そのものの検出

が少なく、尼寺の北部SI24と尼寺の西方地区のSI200がl期の住居跡として調査されてい
(註8)

た。これに対し、尼寺の西側で本調査区のほぼ真北の崖線上にある武蔵台遺跡そは、前内出二号

窯あるいはKB6号窯などに近い土器群を出土する住居群が検出されている。特に23号住居跡か
(註9)

らは、「具注暦」が記された漆紙文書が出土しており、武蔵国分寺創建段階(Ⅰ期)の住居跡とし

てとらえられる。武蔵台遺跡ではこの時期の住居跡が多く検出されており、武蔵国分寺創建段階

の集落は尼寺の北西地区の崖線上に広がっていることが推測されている。

さらに本調査区の南側では、「武蔵国分寺関連遺跡の調査」一南方地区・府中都市計画道路3

・2・2の2号線建設に伴う調査が継続して行われている(以下関連遺跡の調査と仮称)。この

調査によって、武蔵国分寺遺跡の南限が明らかにされ、ここから南には武蔵国府域にいたるまで

無居住地区であることが明らかにされている。さらに西側に調査区を広げた結果、国分住居跡が

濃密な状態で検出され始めていると報告されている。

以上のように本調査区の南と北でほぼ同時期の遺跡が調査された。また、現在も調査中であ

る。両方の遺跡の調査を担当されている早川泉氏は、尼寺西方に広がる住居群を武蔵国分寺造営

に関係した人々が居住した地域であると考えられている。

3.まとめ

最後に、本調査区と周辺遺跡の状況から、創建期の集落の広がりについてまとめる。

集落の範囲は大きく捉えると、尼寺の西方地域で寺地の西側一帯と考えられよう。さらに南限

は崖線の南方に約300m程度、西限は調査報告が少ないため限定はできないが崖線に沿って西側

に広がる地域。北限は崖線上周辺地域であり、尼寺寺域と集落の境界(東限)も本調査区と関連

遺跡、武蔵台遺跡の住居の東端を結ぶ周辺にあると推測した。

この推測は今後の調査とその成果によって修正されるべきものであるが、何故に、こうした地
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域に創建期の集落が集中したのであろうか。さらに、この地域の集落には以下の特徴がある。集

落は創建期に形成されるものの後代に続く形跡が認められない。古代東山道という交通路に近

い。崖線に近くその西方域に沿ってひろかる。以上の特徴から推測されることは、この集落が極

めて限定されたエリアの中で形成されているということである。それは、国分寺の造営に支障が

無く、物資の集積に利便な古代東山道に近く、集落を営むのに必要な水は崖線下の湧水によって

容易に得られる地域である。よって東京警察病院内とその周辺の集落は武蔵国分寺造営に関連し

た人々の居住地区だったことが推測されるのである。

*

今回の調査は、これまで創建期の集落については、尼寺西方地域にひろかると漠然と考えられ

ていて地域に、ある程度の範囲を与える資料が得られたと考える。とはいうものの今回の調査で

完全な住居跡を調査した例は僅かに2軒であり、集落の一部を確認したにすぎない。警察病院内

にはさらに多くの住居跡だけはでなく、武蔵国分寺創建にかかわる重要な遺構が存在する可能性

が指摘されるのである。東京警察病院多摩分院内とその周辺は今後最も注目される地域なのであ

る。

註

1.「鳩山窯跡群I J 1988 pp80～101

2.同上 1988pp346～352

3.シンポジウム奈良・平安時代土器の諸問題一相模国と周辺地域の様相一

坂本美夫 末木健 堀内真 1988 pp38～44

4.同上 福田健司 pp1～6

5.林部均「東日本出土の飛鳥・奈良時代の畿内産土師器」考古学雑誌第72巻第1号

昭和61年9月 pp31～71 本調査出土した資料は1点でしかも破片であることから

この資料が明らかに畿内産土師器かどうかはさらに検討されなければならない。しかしな

がら、この資料を畿内産土師器と仮定し、「東日本で出土する畿内産土師器は、飛鳥Ⅲ・平

城Ⅰ・平城Ⅲの3時期に集中している。これは、この3時期にとくに東日本と畿内との交

流が活発となったことを示し、古代律令国家の地域支配が、7世紀後半、8世紀初頭、8

世紀中ころと段階を踏んで進められたことを示している。」( P 63)。という林部氏の論文

を引用させてもらえば、今後も武蔵国分寺創建期段階で畿内産土師器が出土し、それに伴

う遺構が検出される可能性が高いと考えられる。

6.武蔵国府関連遺跡調査報告V1984.3.30 ここではN2期の土師器にともなって畿内産土

師器の出土が報告されている。この時期の年代観については以下の年代があたえられてぃ
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る(P134)。

7世紀末～8世紀末 ;N1～N4期

8世紀末～9世紀初頭;H1～H4期

9世紀末～10世紀末 ;H5～H6期

10世紀末～11世紀末;H7～H9期

7.武蔵国分寺は大略以下の三期に区分して、その変遷をとらえている。

Ⅰ期 創建期(8世紀から9世紀前半代)

Ⅰa期 国分寺創建期直前(いわゆる草創期)

Ⅰb期 国分寺創建期

Ⅰc期 国分寺創建期～再建期

Ⅱ期 再建期(9世紀代)

Ⅲ期 衰退期(10、11世紀以降)

Ⅲa期 区画溝の一部が埋まり住居が増加する

Ⅲb期 寺域区画溝の意義が失われ、終末期

8.都立府中病院の病棟増地区工事に伴う調査で遺跡名は武蔵台遺跡である。武蔵台遺跡は武

蔵国分尼寺の北西台地上に展開する旧石器時代から奈良・平安時代の集落遺跡である。地

理的位置から武蔵国分寺との密接な関係が指摘されている。

9.武蔵台遺跡23号住居跡から出土した漆紙に記されていた暦。具注暦とは、暦面を上・中・

下の三段に別けて暦日の下に吉凶・禍福などの内容を記した暦である023号住居跡から出

土した具注暦が重要なのは、これが、「天平勝賓九歳暦」の断片であり、天平勝賓九歳は西

暦757年と考えられ、これはほぼ武蔵国分寺建立の時期にあるからである。

-37-



参考文献

ア 有吉重蔵,1990,「武蔵国分寺」『考古学ジャーナル』 5月号

コ 国分寺市史編さん委員会,昭和61年3月31日,『国分寺市史』

サ 坂本美夫・末木 健・堀内 真,1983,「甲斐地域」『シンポジウム 奈良・平安時代上器の

諸問題』『神奈川考古』第14号

ノ\ 服部敬史,1983,「南武蔵の窯址」『シンポジウム 奈良・平安時代土器の諸問題』『神奈川考

古』第14号

早川 泉・岡崎完樹・堀苑孝志,1990・1991,『武蔵国分寺関連遺跡の調査I・Ⅱ』,武蔵国

分寺関連遺跡調査会

林部 均,昭和61年9月,「東日本出土の飛鳥・奈良時代の畿内産土師器」『考古学雑誌』第7

2巻第1号,日本考古学会

フ 府中病院内遺跡調査団,平成元年5月27日,『武蔵国分寺跡出土の漆紙文書一武蔵台遺跡一』

ヤ 山口辰一,1984,「武蔵国府関連遺跡における土器編年試論」『武蔵国分関連遺跡調査報告Ⅴ』

府中市教育委員会

ワ 渡辺一,1987「窯跡からみた須恵器について」T埼玉考古』第26号,埼玉考古学会

渡辺一,19871小谷B窯跡Ⅱ期と前内出窯跡の年代一天平5年木簡を手掛りに一」『埼玉考

古』第26号,埼玉考古学会

渡辺一,1990「南比企窯跡群の須恵器の年代」『埼玉考古J第27号,埼玉考古学会

渡辺一ほか,1983,1990,1991,『鳩山窯跡群Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』,鳩山窯跡群遺跡調査会,鳩山町教

育委員会

-38-



図 面



 



ー

l I
 
〉

7

1
1

I
1

1

1
凋

1
齋

舛
鮒

1
～

さ 1 0

1 一 い 1 ― ◆

△
1 『  

ω 一 た 間

5 1 0

ω X 一 一 Q o

1

ψ 一 占 切 l

1
1

喫 1 e

ψ O M ψ

U - 1 一 ω

ω 0 ω - さ 1  

ψ 0 ω M

5 1 0

喫
1 (
ニ
)1

一

-

o ω 会

一
謔 】

4

(1
5

O

1 ψ 一 ◆ !
ω 0  ω ロ

日 1 e

゛口
日 I O

-
は ψ

-
に o

-

M M ω

-
一

間 一 N

謝
訃
.

淋
:

j
一

M ; 呻 ― 『

I

関 圃 ―  用 階 鼎 1 疹 藻 団 冑 臼

ω 一 ◆ 一 ◆

〒 O

ω 一 危 -

ψ 0 呻 N ψ O  M ロ

〒 O a 〒 e

ー
呻 o 刃

-
M o M

-

O -

ー

澹
嬌

喜
:

0 ω

1

ロ く

卦
露
・

O く

1

m 刀

I

m m

I

m 工

1

m X

1

1  : ミ ・ ) 4 「 I  0

1 千 ― I O

1 1  一 ロ

m Z

1

m D 1
m →

I

i
-

― ―  〒 1 0  ゞ ω ス  一 一 N 刃

. ア ′ ! 略 錦 運 ♂ 版 。 a 7 → )

引 1 l ω 1 1

[ m“ 一 〕 一
)
一
.
。 リ

ー

M o o ヨ

ー

ミ“

一
: 真



 



I

寸の一

」L

EoN

クωh一

～
至

N エ:

l
一゛諧王町
,?
・、贈

寸-

j

ト]

l

0ω
1 乙ω

ー

ゞω

1

工]

1

]山
1 巴

I

ンO

1

冫O

1

のO

1 10

-

hの一
-

一;

Ⅳト代 /のナ江
N一-

一一a

゜
?
―
u

:

?量
雀

:
脩

・
ー

!
ー

-

ロo-NoN哨ロN のo声Qo-

引、、“4゛噌」1クの1

のN化寸u代.4pゞLωNI

一の住

1。jゞ瓢一トNN九

i

ノ
ビのへ一;ψめ

寸O 代

のの1

h一1l

Q声1I

讐
奸

:

区圓販瞥珊e雲慎電 N瞳区
ωロN

―一N

-

/
l

一

:N
-

j
ト『

孝
煤
:

囮
・

h一N
ー

ロNN
一

のNN

ー

oNN
-

貫N評のN

口、

Qの山

哨の1

刀夕
u七

ヒ
;

 の山
;-

のの1

の寸-
寸寸-

1
]
;
i

1
/

寸のN

1
トω -

1
1

ー
l

ー
ー

1
ー

1
ー

I
ー

一



 



j

/

、1,/

E～

ゝ
-
、

◎
寸①{{咎の

一

区羅(値(垢ト
・

寸～一一

・

ωh一了h≧【ゞの)撃禦ゼ愛枢電a
)

ほ区

ゝ
-
、

く
)′

艷
/

/

\

a
/

/

＾
?
吻

?
吻
訃
1
訃
吻

:
:
甲
,
:
1

:訃
1赤

::,
赤

吻
じ
冫
一
I
:

:
:
赤
1
n
:
?

赤
1

::・
・
.::z

じ
吻
赤
11:

?
1
?
甲

?
;
:
I
 
・
 
:

?
＾
?
?

:
:
゛
?
エ
:

::?:::゜
冫
:;!?

:
:
ご

:
;
.
:
ご

!
1
.

?:゛
;::?′

::ご
:!:::

ご
・

:?゜
:;:::::?1

::゜
:ご

?′
::::r

′
::゛

;:j::::::?
?
＾
赤

:・
・
ご
:
1
訃
,
:

:
:
,
.
;
:
:
:

:
.
.
;
:

甲
＾
?
＾

′
:1h;?:,

甲
:;冫

・
 :::

:
:
,
.
:
:
:
:

;
:
:
-
:
゜

:
:
f
.
.
:
:
:
:

::・
・
ど
::

:
1
:
h
?
:

:;!・
・
:゛

:
?
:
 
・
,
:
;
:

?
赤

?

:
:
,
:
:
:
:
;
:
鰻
,
.

′
;::;1j::::;::5

(・
::,.;:

.:ご
:::;乙

・
:::

::.,:;:::;:?・
・

:::゛
・

・
:::::!?゛

:
:
:
?
:
:
:
:
:
:
;
:
 
?

n:::・
::::::::・

・
:

り
::ご

:::::::・
・

:・
:ご

:::::;:・
:

1
訃

7

(
;
:
:
:
:
:
!
:
!
r
z
:
?

:
I
 
・
〕

=]];;.:.:二
?℃

::::]]];:::::゛
・
・
::::!:;:::::::::::三

・
::;:

:;:゜
・
・
::::::f・

,
:
:
:
:
:
:
:
:
,
;
:
;
:
;
:
:
:
バ
:
:
:
!

:::::;:::];:::::::]1;:
冫
?
:
:
:
:
:
:
;
・

:
:
!
.
:
:
;
:

゛
::゛

1:::!::::1:ご
:::::゛

:三
::゛

::::::::
・
:
;
,
.
:
:
:
:
:
:
:
:
.
:
:
:
:
;

冫
甲

,:::
・
;
:
.
;
:
;
:
:
:
:
:
,
:
:
:
:

?
,
.
:
:
:
:
:
:
:
:
.
;
:
;

・
・

;:;:::::・
::

?;::.?:::?.:ご
1
訃
甲
1

?・
:.:;::;
,
,
;
:
:
:

1
h
;

/

、
イ゛

\

(文
“
〉中

゜
中

1
1
コ

?
■

―
甲

訃
-
■

訃

?
1
譬
1
n
1
?
1

甲
1
1
■

番
中

1
1

.:,11■
号
コ

.::::・
・

・
::

:
:
?
1
甲
l
1
1

1
■

?
l
コ
:
:
:
1
,
.
■
＾

,
:
:
1
n
1
:
:

::=?・
・
?::::

甲
?
?
訃

甲
::、

～
1コ

,:::゜
二

::・
・

::::;
■
h
:;1＾

l赤
二

フ
::,

:
:
:
:
1
?
=
:

::,:..,二
:

:.訃
＾
l甲

:?
.
、

町
1
1
1

1
訃

?
j

l・゛隻

へ
ざ
へ

一

11

0

～
タ

1

へ

トト{{ u{の

/

/′
▲へ

\

①卜{{ U{の

/

/
込

垢シ

召のく

鴫

?し表酬゛

EロN,O0

??e=??

kぐ

bト卜{{*U

(。蒋回C胆≧夕刊栃寧轡

(。瑯回Cへ\・oト41DN時N

(S佃▽臨如串認4IO,ト(一[K明峰。毒懺

(。O佃v幽佃中認く-D区明袷

一

ト-口

--
O

--
働j

0

--
稽やや(一

ベやや
二
衰

べ
懺

やや

〆
r

駅
駅

2
』

→
モ

栃
O
刊

1
は

轡
轡

替

偶j

一-
--

働」

価」,駅塚)

,鯛〒碑)

剖母賦誓
-

◆
◆

一
～

ー
ー

bω卜{{咎川

0
0

の
O

佃
佃v撓十叶遇41口

〉癒伽E轡11ロ

(。べ吐(伽へ\・oトC麩≧Ⅱ)+刊O撃澄 L

(。時回c刊ω4尤時

o区母怜。衰懺

nK明伶。衰懺

〆
l

ト
ト

--
--

◇

働」

憫
N
 
?

」
ペやや(今価j ,酬〒塚)

。衰懺(一働j ,l一・堀)

l

ペやや駅叱餐)

碗やや馴〒和餐)

I

--
--

-～価」

刊
刊

且
明

刊

詔
犯

替
轡
轡

刊且柩箸
◆

骨
1甲

一
C
N
(
%
フ

-

づ寸①{{塁第

(。弾回e?≧ロト41ロ

(。P佃Ⅱ)イπ咬j如区轡41口

(。D佃Ⅱ)嬰′咬jヤ←認4-D

(。Q佃噺も如トフ口区0号 。衰懺(一働j

(。o佃Ⅴ幽如巾騨4I口,ト(一口区栃胎。数懺((

～ヘ

)、

O

へ-
O

--

0

--
侘やや(一

穫やや

ベ・冫や
1

--

,酬〒塚)刊栃拭轡

,馴〒塚)雪明撃株智

,馴〒塚)→明柩轡

ペやや←÷塚)→且翠捺費

,jb酬一・塚) 価」

働」

一
--

働」

働」

→栃断

も・計

r
→
C
%
1

～
-

一

(。耶回C刊ω成而―匈刊甥

(。脚旧C雪耀旬刊O耗

(。匹叶C刊甥旬時{}。衰懺

(。ヘ

たやや(4働

I

--

〆

衰懺
)、
--

,馴〒塚)

,酬〒塚)剖明諷埋

ロト4lD)刊母賦轡

j ,馴〒碑)刊母撃挿轡

(。容壕欝刊甥)

働
二

j
価

」 -

???

撃

嵩
胎

益

刊母則
1

-
会

・

～
一

～
\
l
'
l
l
)

～



図面4 I区S1410・411住居跡実測図

W538 W535

N306
-

“
祈
・ 言゛fqjへ創=]iミj苑欅{ゞ.

LJ゛て・・・・・入U

鯵覧・:1剖・,

S1411 N308

SI 410

1.暗茶褐色土(粘性、しまりややあり。口A
-ム粒子を多く含む。)

暗黄茶褐色土(粘性、しまり良好。床面)

暗茶褐色土(粘性、しまりややあり。粘
土をしみ状に含む。)
黒色土(粘性、しまりなし。)
暗云灰色土(粘性なし、しまり良好。焼A
土ブロックを多く含む。)

黒色土(粘性、しまりややあり。焼土、

ローム粒子を多く含む。)

6二黒色土(6層を基層とするが、よリロー

ム粒子を多く含む。)

7.黒色土(粘性、しまり良好。焼土を多く

含む。)

8.暗茶褐色土(粘性、しまりやべ〕あり。焼

土を多く含む。)

黒色土(粘性、しまりややあり。粘土を

しみ状に含む。)

10.暗黄灰色土(粘性、しまり良好。ローム
ブロックと粘土の互層)

黄色砂質粘土

暗赤褐色土(粘性、しまり良好。床面。)

暗灰色土(粘性、しまりなし。粘土とロ

一ムの互層。)

14.暗黄灰色土(粘性、しまり良好。焼土と
粘土の互層。)

15.暗茶褐色土(粘性、しまりなし。

粒子を小量含む。)

k

2
 
3
 
4
 
5

415 12
l

6 3 2

」(▽
65.80m

11 6
1312

6.

9

・

※]?]
一

1
Z
3
?

1
1
1
1
1
l

・

・・
・

■゜矯窩、3
-

I

・
・

つ一ム

-

SI 411

1,暗茶褐色土(粘性、しまりややあり。ロA
-ム粒子を小量、赤色スコリアを多く含

-

む。)

黒色土(粘性、しまりなし。焼土粒子、
ロームフ゛ロックを多く含む。)
暗茶褐色土(粘性、しまりなし。ローム
粒子を多く含む。)
ソームブp?・ノク

』こ
65 . 80 m..♂\1,.,境～ ・1

・
璽 ・11

2.

3

4.

k
-

喝

半

O

冫,

ム

k

SI 410カマド

1.暗茶褐色土(粘性、しまりややあり。焼土粒子を多<tむ。)

2.暗赤褐色土(粘性、しまりややあり。粘土、焼土の互層。)

3.焼土堆積層

4.黒色土(粘性、しまりなし。焼土粒子を多<tむ。)

5.暗褐色土(粘性、しまり良好。粘質土を多く含む。)

6.暗灰色土(粘性、しまり良好。灰色粘土を多く含む。)

7,黒色土(粘性、しまりなし。含有物は微量。)

8.黒色土(粘性、しまりややあり。ロームブロックを多く含む。)

9.暗茶褐色土(粘性、しまり良好。ロームブロックを多く含む。)

10.灰色粘質土ブロック

11.ロームブロック

ノ

/

k
6

テ゜臘乙一/ど?:?/×.=7・X

、 一U

9

11

10 1

6

8

4

1

2

3

5

]

k

0 50cm 0
-

1 2m



図面5I区S1413住居跡実測図

a

Cコ

づ淫0
胎2

ト1恥 -
- - 一

k
1?u伊?・

W555
1

0

[F]

W551

-S308

た一?二猶
(げ距

1114
13

八
11-プ

k

(:rt5 . 7 0 m

1.

2.

3.

4
5

6
7

O
O
 
9

10.

11.

12.

13.

14.

一

暗茶褐色土(粘性なし、しまりややあり。焼土粒子、
ローム粒子を多く含む。)

黒色土(粘性なし、しまりややあり。焼土粒子をブ
ロック状に含む。)

暗茶色土(粘性、しまりなし。ロームをブロック状
に含む。)

焼土堆積層

暗茶褐色土(粘性、しまりややあり。赤色スコリア、
ローム粒子を多く含む。)

暗赤褐色土(粘性、しまりなし。焼土黒色土の互層)
暗黄灰色土(粘性、しまりややあり。粘土と黒色土
の互層)

黒色土(粘性、しまりなし。ローム粒子を少量含む。)
黒色土(粘性、しまりなし。ロームブロックを多く
含む。)

黒色土(粘性、しまりややあり。ロームブロックを
少量含む。)

黒色土(粘性、しまりややあり。ロームブロック。
焼土粒子を多く含む。)

黒色土(粘性、しまりなし。ローム粒子、赤色スコ
リアも多く含む。周溝覆土。)

暗黄色土(粘性、しまり良好。粘土とロームブロッ
クの互層。床面)

暗黄灰色土(粘性、しまりややあり。ロームブロッ
ク、粘土、黒色土の互層。)

ヘ
tI?;;

・

k

・

1
▲

・

9

10
8

13

W555
1

・

▲

・

・

・

5

・

～

1

2

・

6

7

・

・

・

1

・

1

2

6

4

ちマN

W551

-5308

\・5

1

・

・

N
??????1??????

=

蒜

ψj

ー

一

～

N
11伊―

-

゛、冫 \で呵
・ゴ12一

0
η

》へ・〉、′Z弱゛7
;?5基ζご
(1詩・17こ:;\二;≦:j子Σ七5モくr,0.iご・二κ?55こし

閣瓢ミ 一

k
l・―

5

11

2

8

■・ ;ご:;

1}}]0{嘆園硬

0

13

3
4

6～,

9

ζ・

1

12

k ヘ゛
-

65.70m(
- X・゜ls

- ～゛v
暗茶色土(粘性、しまりややあり。ロームブロックを含む。)

-

暗茶褐色土(粘性、しまりややあa焼土、ローム粒子を多く含む。)
暗黄灰色土(粘性ややあり、しまりなし。粘土質シルト。)

暗赤褐色土(焼土と3層の互層。)

黒色土(粘性ややあり、しまりなし。含有物は微量。)

焼土堆積層

暗黄灰色土(粘性、しまり良好。焼土粒子を多く含む。)

黒色土(粘性、しまりなし。焼土粒子を多く含む。)

暗赤褐色土(粘性、しまりややあり。ローム粒子、焼土粒子を多く

含む。)

暗黄仄色土(粘性、しまりややあり。ローム粒子を多く含む。)
焼土堆積層

黒色土(粘性、しまりややあり。焼土粒子、粘質土を多く含む。)
黒色土(粘性、しまりややあり。焼土粒子、ローム粒子を少量含む。)

・

ーリ,2(4企ゴ咄.ト ・

L
1
1
E
1
1
1
計
J
 
1
0
u
1
2
1
3

-

→1 N
...・―

k
一

65.50m

/

::.・;:ご
〉,べ:

0
-

1 2m



図面6 Ⅳ区S1422住居跡 ・ S0 246溝跡実測図

★3・f"
/aio":.

6

l
)

↓
ン

--

へ

ーT「
一ー-

0
ぐ・号,

染

り

メ、

ぐ、

N

～、

～
～.

〉?

へ

L

きり

i?-′ン

と2こ(;5
〆j

?
P
P
゜
h

224:ーS?今
Q
-

6412・

O

DS1

GD-

0

さ

り～一1?

!./
l

▼5/
/

22↓IS

・

いノ

コ
ス
土

色
色

赤
黒 ◆

リ
リ

0
0

ノ
フ

あ
あ

や
や

や
や

つ
つ
リ

ド
,
-

ま
1

し
」

ま
ま

し
し

暗褐色土(粘性、 リアを多く含む。)

暗黄色土(粘性、 ロームの互層。)

暗黄色土(粘性、しまりなし。ロームブロックを多く含む。)

暗褐色土(粘性、しまりややあり。ロームブロックを多く含む。)
暗黄色土(粘性、しまりややあり。ローム粒子をしみ状に含む。)
赤褐色土(焼土堆積層)

暗黄色土(粘性、しまりややあり。黒色土・ロームプロック

暗褐色土の互層。)

黒褐色土(粘性、しまりややあり。含有物は微量。)
黄色土(粘性、しまりややあり。ローム粒子を少量含む。)

黒色土(粘性、しまりなし。ローム粒子を少量含む。)
暗黄色土(10層を基層とするが゛、よリローム粒子が′多い。)
暗黄色土(粘性、しまりなし。周溝覆土)

暗黄色土(粘性な腰 しまり良好。貼り床土)

暗黄色土(粘性なし、しまり良好。ロームと暗茶褐色土の互層。)

暗黄色土(粘性、しまりややあり。ロームブロック。)
暗褐色土(粘性、しまりややあり。ローム粒子を多く含む。)

246

暗黄褐色土(粘性、しまりややあり。ロームブロックを少量含む。)

黒色土(粘性、しまりなし。含有物は微量。)

暗黄褐色土(粘性なし、しまり良好。ロームブロックを多く含む。)

ロームブ℃・ソク

(粘性なし、しまり良好。暗褐色土とロームブロ土
〕
土

包
暮
色
土

讐
鶏
能

暗
ク
暗
暗

しまりなし。黒色土とローム粒子の互層。)(粘性、

(ローム崩壊土)

―

―

番

―

暉

魯

魯

・

響

中

争

―

◆

l
2
3
4
 
5
C
υ
ク
l

番

8
9
1
0

―11

・

2l

31

―
4ト

呻

5ト

・
6F

DS

1

2
り
O
4
5

6

1

S297
一

S300
一

11

1

ト

トミk
-

一

k゛

66.00m
1

2

k

吻?

?番＾?
＾1訃 1h
訃1?? ???,

Y

m2
10

一

i

693車

B
r

B
一

W695

1
3

5

6

m山01
■

?6面

B

?
゛

゛
÷
゛
I
△
÷
ぐ
=
÷
I
?
\
[
=
?
[
[

7
1
 
[
 
I
?
[
.

ダ
?
吻
?
?
?
?

中
?

?
?
\
\
?
\
?

中
?

?
?
?
中

1
ダ
ダ

1゛
\
\
゛
.
\
Z
\
゛
?
2
?

!

mO
t
-

10

トゴ1下↑二[========ニー」==



図面7 V区 S1404住居跡実測図
ε
ー
ー

i {,、デ.

0-

Cコ

む?
全

S291
-

1,・一--1

1

桓゛・、 W674
1

リ

一

一
一

一
ぺ

6
 
7
8
9
1
0
U

O
七
L

12,

13,

14,

15.

16.

SI 404

1.暗褐色土(粘性、しまりなし。黒色土・焼土・黄
白色粘土粒子の互層。)

暗茶褐色土(粘性、しまりややあり。黒色土・黄
白色粘質土・焼土ブロックの互層。)

3.黒褐色土(粘性、しまりややあり。黒色土中に焼
土粒子を多く含む。)

暗黄灰色土(粘性、しまりややあり。焼土ブロッ
ク・黄灰色粘質土・黒色土ブロックの互層。)

5.暗黄褐色土(粘性、しまりややあり。含有物は少
量。) 薯

茶褐色土(粘性、しまり良好。黄灰色。焼土粒子
を多量に含む。)

黄菜褐色土(粘性、しまり良好。貼り床面)

黄色土(粘性、しまりややあり。カマド崩壊土)
暗茶褐色上(粘性、しまりややあり。周溝覆土)
黒褐色土(粘性なし、しまり良好。貼り床面)
黄色土(粘性なし、しまり良好。ロームブロック
中に黒色土を含む。)

黒褐色土(焼土堆積層)

黒色土(粘性なしルまりややあり。ロームブロッ
ク・焼土・黒色土・ロームブロックの互層。)
灰黒色土(粘性、しまりややあり。粘土・黒色土
・ロームブロックの互層。)

灰黄色土(粘性良好、しまりややあり。灰黄色粘
質土)

灰黄色土(粘性なし、しまり良好。ロームブロッ
クと15層の互層。)

4

2

へ
一

一

S294
一

1
〉1I17,

へ
IJ?

一

ー

11

2

10・

ビ7り

2

Y

)二じ
巧て

一

客5

垣り5)2ソ
感r去

]:きト;そフ÷じ1
ぎ;119)汽

Φ゛・、

1615 14
10牡

3

2

へ
一

一

3

l0・

(

5

6

ー

一
ン

ー

戸:0

1J

覧?

覧

駕

〈.・
\I
11

へ
一

ら6.0い

ε
ー
ー

b゛・、ご.
O 1 2m

S291
-

\

ω\
J

S

ー

9

10

11

12

13

?大1,已ト.(砧性なし、しまりややあり→
焼L堆偵j峠
昭茶褐已L(鮎性、しまりなし、、)
黒色L(抑1竹、しまりなし、λイ1物は少駅、)
H1?1茶褐已L(砧?門、しまリなじ,暁目ゞI.1′埼少N1コ1む ー

診

ヘ

一

一

S292

h
一

一

1

4

ω゛・、
15

2

2 3"

5′
6 7′10

S

北カマド
l.V( 14i色L(鮎性,しまりややあリ?,焼Lを少駄λむ?、)

2.鼓灰色上(鮎性、しまリややあり。含イ1物は微駄。)

3.焼ト.堆積層

4.眞灰色土〈粘性、しまりややあり。枯トと焼十のlll層。)
5.4褐色4二(枯・Plミ、しまりなレ.hhLと焼ト.のIl[層?、)

6,s(褐色「.(帖性、しまりややあリ?,枯I.と焼h事ゞIr・のIL層.

7.波灰色枯トブロ ,ク。

8.黒色L(鮎性、しまリなし、炭化物、焼目ゞ』?r?を多くλむ

9.υc灰色1(鮎性、しまリ良好?,焼目jfr?と帖ト力IL1鱒。)

i

ン

L
h

ω゛・、
八

一

j4,0い

4

ー

一

一

一

詣
Δ

ー

B
一

一

.1、ン
l
1
1

ー

一

ち

ー

・.

じ

一

一

一

一

B
5μI

W673

?4゛・、1

.?)

?,′.〕
ノ

争

J..

I

(゛.:

・

$゛・ン
?゛X
一
ー

3

\
べ

l

1l
1

5

:・-

警・
l1

一

0?1
1

E

6?・!
1り

冫゛

B
一

一

一
d
一

り
へ

リ
一
～
一

～

4
9

2

3

1

6゛ へ/

貰

B
一

-

59.80m

1z

R

!

東カマド
1.ν(灰色L(枯外、しまりややあり、焼IJi゜ξr?を多くλむ,)

2,昭茶褐色七(帖竹,しまリややあり、ローム粁r?を多くλむ?、)

3.(粘性、しまリややあり、焼ト.拉r?を多く含む?、)
4.ロームブロノク

5.黒色L(粘・11,しまりなし。ロームブロ・クと焼I二のIl[層。)
6.1火色秤,」ユブロ ,ク

7.奈褐色1(枯性なし、しまりややあリ。焼ト.と黒色ト.の11'J。)

8.11δ黄茶褐色L(鮎性、しまりなく、焼LとⅡκ褐色I-の!!:層。)

0 50m



405住居跡對悩1S1区Vi8面図:

、、つ
O

Q

一
(
レ
伝

一

÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
h
一
十
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
・
一
÷
一
÷
一
÷
一
・
?
〉
一
・
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
△
÷
一
÷
一
ン
一
十
一

一
一
一
口
一
一
一
[
一
一
一
一
一
÷
一
[
一
一
一
一
一
一
一
一
Ⅱ
一
一
一
.
÷
一
÷
一
―
一
÷
一
・
一
口
一
一
一
一
一
口
一
一
一
▽
一
一
口
一
・
一
÷
一
-
一
÷
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
÷
一
一
一
一
一
―
一
一
一
一
〉
一
一
.
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
リ
一
一
一
一
一

?
一
一
÷
一
÷
〉
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
〉
ζ
一
÷
一
÷
一
・
一
÷
一
÷
一
一
〉
一
一
一
一
一
÷
(
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
一
一
八
→
一
式
一
一
÷
一
÷
一
÷
〉
一
÷
一
リ
一
一
一
[
一
一
一
一
一
一
一
一
一
-

一
一
一
[
一
―
一
=
一
?
一
一
一
÷
一
一
一
一
一
一
[
一
一
一
一
÷
?
巳
X
一
一
一
÷
一
÷
一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
[
一
÷
一
―
一
Ⅱ
一
一
一
÷
一
一
一
一
一
一
一
リ
〉
(
一
一
一
一
一
゛
一
一
一
一
・
一
[
一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
÷
一
[
一
一
一
―
?
[

l
一
=
一
÷
し
U
L
ト
七
L
1
Y
ノ
÷
一
・
一
ト
÷
一
一
一
・
一
一
一
÷
一
÷
(
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
÷
一
・
一
一
一
÷
一
し
〃
一
一
一
?
一
ト
I
÷
一
÷
一
÷
一
I
・
一
[
?
・

ゞ
l
÷
く
1

し
く
ぐ
l

ド
゛
ド
2
?
ζ
Z
ゝ
く
゛
=
L
1
閉
5

÷
T
一
1
.
t
、
1
ト
,
(
[
 
く
)
V
ゆ
(
し
レ
I
一
÷
一
÷
V
ケ
一
L
ト
÷
一
△
÷
=
÷
[
巴

♂
[
?

゛
[
÷
ご

ゞ
Z
Z
゛

口
÷
=
中
?

÷
÷

・
ビ

ζ
ζ

\

ε
o
ω
,
6
Φ

-

=

～

一

一

?
?
?
?
?
イ
1
身
?
?
も
I

(

-

つ
ノ

1

C
--

メ1

(ハ))

1

B
一-

r゙

′
ゝ
゛
ゝ
′
"
゜
゛
-

1l

1

8

4

J

2

k

く

3

一
一

一

Iイ!◆4直?!赤!赤!?◆Iz戸I-◆?1.I.I.I?―III1zz甲＾1戸1IILIIIIIII11z\zz?II2吻z」゛1?1゛1??I△1!.1△゛I11′△1,I,.=,.=,=,二△=,二,=?I-.=2-÷?=z?..77△.△III,ζV?;?1}?I?+1::::l:[〉:[?・:ジ÷゜::・?:::::?′I::冫::::::]::::::ゾ:::1:::]::z:::.::?:::?]::大:?:]:?:2く.:.:?.・::::::.::[::::;::?:÷:・゛く÷゜・:S・:?:÷,・:;÷:\:
?゛・・??-?!????I???IゝIIIIII゛IIIlIII1.::?:;1;J.〉:1:z・:(÷.・:〈・〈・1:・コ:・?・:・]・:・:÷:・:・:・:・:・:く:;:≧二二,::ズ:}.〕,::.・]?::÷:I?:?1.?1゛sI2III.′II1IT゛?′?11八41J,ニニニニj1?1,1,′I冫＾31.▽1,1,二11.′ご?1.十:・?:・ニニ=4;～=ふ(二一=4-,]コ1.・・ ?・?・T・ 」 ・.・I1・?・、・1.・?7くL:2;÷.:一゛? ゛ ?

?
1ゞ二:二゛I二lコ)ζ1,▽ご.▽一.「一-"15--?]一--??.zz,I1』▽」一"1?)〈▽I1

12

?
I N'.'.'

?中

"08'G9 ダ\ゞ
?中

??ゞ

?川
ク ′/・1

r?◆

S 285
一

C

288
一

B

1
}

-

暗褐色土と0
りややあ

ノ

ノ1まし

ローム粒

焼土粒子

0

O

り

り

島?やや・))まし

ま乙

焼土ブ。
Oリあ?や.や

暗と土焼.
09あや.や・りよし

ラ

焼土の互と土色黒
o

りあ

ご一ム、灰色粘土プ

0-ム粒子を多 S○
しなリ

ラ溝周
O

しリ

ν)

し

9ク′/

1
し

まL(粘性、
?
?
ノ

0
層

ク1ソ

り

ま
ツ
し

まL卓藤Z{
ク)

なま乙

い
ノ

冫O

;L1.註

(枯性、
ロ

405

暗茶褐色土(粘性、
二丁ムの互層。暗褐色土(粘性なぎI

暗襠ヨ。,刀,會少量含心。コ暗褐色土(粘・1梁2#Thf!.i ('W8&;:'恕lC

1
4S

- -

響
2

1
3

暉

4

赤褐色土(粘・i
竺色土の互膓。

土色黒

―

ダ

5

6

ロームフ゛ロ
色土黒

自

―

7
 
8

(粘質土7・。
暗茶褐色上

暗茶褐色土

土色一灰

■

9
Ⅲ

◆

ず11

mE菟。.
8

4
1

910
56

9
3
1
-

2
1
5
j

B
エ-

I.I,

1r1訃?

?I2-

?J゛I/

?h1

\)11/1
?1.??゛Sr赤III.zく.2:1?゛II?′21!1!

＾Ihz訃＾吻I1甲2?1-:1.コ1.′III:▽二TI、]:.?二:,・::?]::]:〉冫]く1ノIII1△I\」I.=I1

ど[・:・:・,・:・:・:・;・:・:・:・:・:・:・:・:・:÷:・;;・I:・冫:・゜・;:・,く・ζ::÷1:〈・:・:・::・;・;・\゜・i・]・:ノ:・z゛・″・゛・÷゜′::゛:〈゛:゛;??二:::]::::::::::;:::::::;:::::::::・:::・:};:::::?::′::?・::::::?・.・]÷:I・:・:・:・.・:・″く〉:・:・:・7÷;:二,]::;]:?.:}:::・;]::?・?:::::::::::::::;:::::::;::::::;::″・::;::::::・:二?二:l:く・:・:÷:・::十冫:::・:・:・:・:・:・:・:・:・:・:・;・:;÷:・;・:・:・:く・;く・[く・:÷?・:I・:;].く・:・:・:・:\く÷::::::?]:[:く::?:::?:::不′:::く゛:1::・:・゛・:・冫:・:・:・:・:・:・;・:・:・冫:・,〈・;・:・:÷:・;・:÷x・:・:・:J・:;?,く・;・:・゜・:・;二:く::i]::?::・::::?]::く:・?:::゛::::::?;:::?

「n21O

赤



図面9 S1404・405住居跡出土遺物

-
一

-
一

一
ー

4

Ⅴ /
′

T

7
Z

冫 版ノ

3

♂

1

2

一

←t ←
?←, e ←

3

゛ゞ1F】暮テ
5

8

夕〉-
-

一
-

一

一
一

6、

一

一

〉
、
、

ゝ゛てニニニ

1

X-」霊♂
0
)

←\←\←
-

10

-

11

妨
&

;スヨ
13

14

I
3
1

15

12

16

0 5 10cm



図面10 遺構外出土遺物

▽
17

～

↓

ル\

18

0
ヒ工

5 10cm

2*5[;

?:て;

?:?;
?,9,

?;～1

1―劃-;

・"?!杏

二ご,

5ぺ1

ニ71;

′
?
5

1
ス
・
゛
?
バ
゜
゛
パ
店
舅
こ
[
-

〕I-

シコ

l雫片゛?゛

ー

;;::
5
?
?

与
?つ

?・ーへ.

～二、=

゛よ・:
気
K

、
帖
『

f

!:

19

/

一

/

-

?ナJ?

1
月

専{1

・ビツ

メ・X:
脳"]:き

1 :′ 1,
・;゛、1-2′

』
、
u
・

?,・,・

一

マ,.′

20

0 10 20cm
?- - ?-一一??????一青



図面11 S1410・411住居跡出土遺物

Y壽 Y二イ。

Iぺ ?′東▽翼[
25

Iぞ二′;[▽?[
1

26

{%dl

- 21

-

←t ←

一

一

0 ー

G

ド、

↑
τ

\IエフV

馨゜穐
29

-一一

11

爾
31

30

32 33

-

ー

-ー

-

34 36

[株]

Ⅵ??;;j
39

1
???中中

??.o1 .J?.

?り 訃八

.!?.?. 1?
.J?.

中?

?J1

n1

?1?

?o.??.ら

???????:???渭

?J?1

?.?,

br1bb?
?1?

1
(ハ)(ハ)?.?ら.

40

0 5 10cm
??↓?????????????h????-



図面12 S1410住居跡出土遺物
↓

!、シ
\

)1
?

、
゛

ゝ
A
-

-

、、?
1

)、益蛎
馬

▼一

一

?1

ゞ1

ニ、

1

一

\

“1ぺh??h―号

h
?

1ハ

=

漣

～:

へ

7?

つ5

1?F
?I

ぺL

e
2

・J5

!ニ

?1?

Lさ1?、12モー乏

?三、

?禿,

rご .▽:5さナイそ.鴨

[?1ぐ′1 ゞ:
1:

ッ′、!1

1
\

〆1
I

1

?リ.
1

1義
リ

″;

′歩

2.7]ニ

T:
)ミ(レx

゛1(

1

:

Iミ

tc?

6;

肌
-

?1?

―

〆

c
"
=
,
゛
い

鋳ゞ′/.〆

14

)u

-

y冫 4
?・)

7
?1

;74

・ジ::

自
ク
1
■
1
Ⅰ

喝
■
1
自
r
1
?

24:

:)窪4罎.

a
l
レ
″?′・.

ぐ
力
、
『
-

1
゛
4
」
1
『

\,?

粕

一

;ご1.

Y

9

P:ミ弔
如
-

??

4?
d
4

ク
」
J
v
=

?:r:

、′八1

←;I2.
誰

.′1
麹
一
),

摩
一
j

20cm
1

農一o
ヒ

n泄一ミ舶l-二ー

=
?
?

Sf.

・1??

7

(
?
?
?
勧

1

n
h
『
!
7

?:

2
゜I,

;?

乙

ζ,7:″

:も

?μ

?:J

JS-〕.

叩
α
゛
・

;.

1

コ1?

1
ゝ

?,,

t
h

??]?′=(・

?
冫
胃
;1?

.;

-:5・ -
L1

:

SI,;.

『
1
一
附

?〆?!ミj5.・・ζ

?Iご?:

?;?S
ン11r

一
叩
絨

コ1 ?;・5 ?,

戸1,14,,′.、{i′

鳳)簑i;{?}
j ア、,5′ハ

?i

-

43

1
1
―
1

Ⅰ
1
l
$

一

1
噂
.

1

l
、

4.リ 1

味
4
?

1?

ρ

11

J゛!

?
」
・

〆
L1

?5,

◆
?
1
?
＾
.

『
1
?
旨1♂1,

?・
!
ゝ
}

11

1シ.
??【J

z?.

ミ{?

ト

r

1

:

;

1″′?5;1削・;,]ユ?ク

?;

自

i/.

?
J
富
-

六?
バ
リ
『
「

瀧
曽
)
一
1鵬

嘔
七?5

i

,?:゛
t・一;s:

訣ξ髪}3〜



図面13S1410・411住居跡出土遺物

-

鴨1?

??κ

:
・
、
リ

-

.r1

―11
く,1.

1J

一

1

,免
r

11

ゝ,

1
I
リ
シ

駿

■

1

1

1

噌

44

戸1

?1

((鮭0
デ音;″ソr,ペ

゛ー・全巳>,,'oss?,)}
゛″κ8箋

驕l(▽′゙(範・?,5壷纏゛

い

?1

中1

.゛

『乙

ノ゜1

1

■■―自■11呻1

-

?15

r1 1

飄
四

i

゛≧: 己
vも

イ1

1

咋
じ

J′.

〈

?;!,11

r
l
ア

1?1

v
?
冑
ハ
り

1
九
?
炊

?1ラ

～

?-

5

ハ、1

く

ζ?

′
片
イ
Ⅰ
′

2ノ

k二く].;?)

εフ

～:

1;1?・

h
U

自
■
1
l
I
L

?1y
啄

34

ε,5?1

(.:4

1

?.:1

2・
!t3.

j?;細゛′,. ?z??:゛
1′う

～″

??5

乞と゛?゛r1
ゞ小

、1?f.
“?1

ノ
冫
?

1.
イ

1;

氷
記
」

4
1
l
四
゛
帥
馳

ら?. 7

9;{;、;?.
[、′ζl!,h
?
い
・

年ブ、.
?1

C1ゞ

lP
ζ?

ド
一
ハ
v
-1番

!.

1

(:

:j.

＾

― J

2-コ
,1T

一

ごレ

汀法

1
1
(

ぺ喝,二等・

t1

\.

コと
,%a

?ぽI

＾

′～～

45
1-. 0

ト↑→??寸?????」

10

トー一ト

20cm

4



図面14 S1410・411・412住居跡出土遺物

u:rゞ

虹一

1\

-

ト
田

ー

,1:4ψ"

愚

b?赤??????d

寥只N
[

ハ
い
"

」
」
l

=

1

工
デ
,
 
゜
ト

「
セ
,
・

゛
仲
゛
′
゛
一
ソ
、

:

品

一超之?.

ξ二二a

'%l園・;
9♂―

;ト:

-こ二:一一

ごiコ

-

)ス

閣六O:

・シ～

来魚勉・ご(.
L.えルシ幇?.

1づ:

:;y(
?悼

;嗅妊

\
會
髪

???????????????????
?.言二?:ツ゜看iiど

芙響藁
r8ケ

I

I

I
I

1
ー怠

\交1

h
(〉

這

公

一
5
φ
i

側

一
(
纒
遡

o
 
一
〇

間
ロ
O
ヨ



図面15 S1413・420・421・422住居跡・遺構外出土遺物

51 52
-

53

画-
″?-一

◎
50

4

11

54 1 ? 55

I
〜

56
-

65

\-
1

一

l-
=

-

57

58

59

へ
/

--

ー

X免冒
62

60
'?-
-

67

61

一

I
一
一

一
一

63 64
66 70

68

\.羞一/

螢
69

♂讐

、ぞ憂
11hh

1b句レΔ

会岬b自??轟b

71

0
ー

5 10cm 0 10 20cm

-I



 



図 版



 



図版1 調査区遠景

町
一

――n―■1μワ書―閂ト『1曽

――n旨1n■ト『―

1會-―岬―

喝-―雪―

I

-

ー
- -

i2L1屋
- 司ツ町啼rv▼

一

―一,211

壓返:l燵謂蟲煕ド勢φ域已F論赫τ曳1戯f髪1ナ3艷4?4

ノ
-

↓ ▼

4 -

・J

振r

一
一

l
Y
メ1

、
ゝ
I
i

へ

ー

一
?冫』 貢

ー

一

一

j

引
1 r

1

-

゛乞◆

1

シ岬

L
-

11

『▼
一

～

-

n

乗炉唱1謔r

0タ

一

a13】

1千

1 尤シ彊

1V噛

銭1C蝮
疹湯-1躯?

r- ・;5

【粁[。r-′
1・-

一

r厚い

『が.

r

♂

1

椿 (1
1 W

轡.旬;ね

憾y掴蒋゛
牙町1ニ

laA2E
tll.

穎
1趨

『&

X1“ち

1
鑵

1

板
a坂・b

▼1L ?冫ト

1
1】 町冨!う

『 一

:ご5゛賜
1「ツ〒=ワ唱 松

ー- い b
一

輸
r

1

べ1

r

1
1

r
v心・

6
h

場
ぐ

▼
5
1

【

・
r

一

へ

1

,1

1

1

S)

】

0P

一

j Aかμへ

?砥二
1

C 羞

哄

しL1
1

謔
ガ4

E

レ9
(

一

ゞ
β

1
1
A
ク
-

Jl..J

滲
11
?F;

一

1屡穐1
ノ1ト

lτ

匹竺

賜伶、

1

0階??コ,U

(

b

l

-

一

-

{
警

一

■

N



図版2 344次調査SK 1177・1183・1184縄文土坑

-

-

一

▼

1

～

【

b

～1

～

-

―-

←

-

1

1

rず

τ?′

一

・】

l1

課4

-

11

k
口
-

1

(

1

ト

r

1

L

-

ち
.
k

1・

,d

了

甑

岨

山
-

4

一

1
I
L

-

▲

1
一

鴫

一

-

4
・
-
hラ

゛
1コ

-

～

》
マ

S

1二

＾♂

一

-

八

-一

▼・

1

1

L
1

-

―

N

1

ピ

一

一

一

―

l

へ

ビ4

r
ゝ
昧

9

・

j.

ゝ
シ
1
?

～

(

)・

?I?

1
-

一

zし
-

?

j巳j

一

%

?赤1

1

4
r

(

一

1

ψ

j

阿

」

;
?
A

d

r

1.

』

一

一

1

―

一

一
―

ー

-

～

一 -

中
一
一

l

J. f

ら

4
d,%

l

ー
f

′闇
1

屯
噂1

一一

着

1

一

の

--

◆

レ

?1

―
b

1

1

ダ

一

-

一

一

ー一 一
-

ー

-

一

1.Ⅰ-②SK1177縄文土坑完掘全景(西から)

～―

一

j-

り一

b

一l=

-

一
一 :―
―(1S

唖反4
一 -

嬬

～

1

t
゛

1

j e.ど:口

(

一

ー

クト

ll

～

如▼%

一

一

一

1

-

--

1

翫

′
―
a
■

1

一

1～

1

一 ベ

?-1

1

ナ

1

蝿
1
コ

1
1

～.W謁
ー

翫l〆4
S4

1

・

4 一

1

-

-
-

1
J

-

一

-

・

J

4

喀

一

一

嘲

一～

)1・

1 一一

1

ー-

-

塾 I
ー---

-ー
-- -

2.I-④SK 1183縄文土坑完全景(西から)

: h n
11 一

ー

一
ユ ～ I

一

・1
へ

一
よ?

ん
靖
)

4

1
ト

h
-

ト
町

- 1

吻

b
L -
-

3.Ⅲ-①SK 1184縄文土坑完全景(西から)

ノ
- ―1

(
-

Δ
L
N

1

-

一

L4 呵

-

糾シ

I

1

ゝ
八

n・
!

h
1

ら

」

身

f

1

/
I
ハ

j
1

乙
乙

1

-

一-

1

l

■ ■I

■ 巴 ■

■ロ目



図版3 344次調査SK 1176縄文土坑・炉跡
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